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第一章








　美しい庭を臨むことができる料亭の一室で、里り桜おは行儀の良い笑みを浮かべながらも内心では激しく戸惑っていた。色づき始めた紅葉が美しいが、それを楽しむ心の余裕はない。

（こんなにかっこいい人が来るなんて、聞かされてなかったよ……！　お見合いなのは、何となくわかってたけど……）

　目の前にいるのは、和装の美男子だ。イケメンだとかハンサムだとかいう言葉では釣り合わない。美しいという表現がぴったりの見た目をしている。

　癖のない黒髪に、切れ長の目元が和の魅力を醸し出している。スーツではなく和装というのは、自分の見せ方を知っている人なのだろう。

　モデルや芸能人のようだと感じつつも、彼らとは違う現実的な重みもその身に纏っていて、圧倒的な存在感を前に里桜はやや気圧されていた。

　嫌々ながらも着物を着せてもらっていてよかったと、自分の身なりを省みて思う。この着物は手描きの加賀友禅なのだと、嬉しそうに祖母が言っていた。馬子にも衣装とは言ったもので、高い着物が里桜をそれなりの存在に見せてくれている。

　白い肌に映えるからと勧められるがままに色鮮やかな着物を着てみたが、それがぐっと大人っぽく演出してくれていた。日頃は梳かすだけで特に何もしない肩上で切り揃えた髪も、今日は着物に合わせてアレンジしてもらっている。

　自分で選んだ服装で今ここにいたのなら、あまりの場違いさに逃げ出したくなっていたに違いない。

　本当はお見合い自体、とても嫌だったのだけれど。

　親や祖父母の言うことを聞くばかりなのが嫌になってどうにかしようとした結果がこれだなんて、あまりにも情けないと思ってしまうのだ。




　こんなふうにお見合いをセッティングされてしまったのは、完全に里桜の落ち度だった。

　マッチングアプリで知り合った男性と会って食事をしようとしていたのを母に知られたのが、事の発端だ。

　里桜は必死なだけだったのに。このまま両親や祖父母の言うことを聞いていては、絶対に結婚できないだろうと、そろそろわかってしまったのだ。

　両親はいたって普通の勤め人で特別お金持ちの家というわけではない。だが、父方は古くから続く家で、そのため孫の里桜も祖父母からしっかり躾けられた。家が適度に近いこともあり、両親が多忙を極めるときは祖父母宅に預けられていたせいで、祖父母にとっても他の孫より〝育てた〟という意識が強くあるように思う。

　きつく叱られるわけではない。むしろ祖父母は孫である里桜にかなり甘いと言える。しかし、彼らは自分たちの意に添わない言動をすると、がっかりした様子を見せるのだ。

　だから優しくて可愛がってくれる祖父母を失望させたくなくて、里桜はいつの間にか良い子でいることが癖づいたのだった。

　小さなときから祖父母の出資で習い事はたくさん、勉強も力を入れさせられ、中学受験して名門の女子校へと入学した。

　そこからは大学までずっと内部進学で、当然同性に囲まれて青春を送ることになる。

　人並みに恋愛に興味はあったし、彼氏もほしかった。だが、「社会に出るまで清いままでいなさい」という祖父母の言いつけに背く勇気はなく、母の「自然と彼氏はできるわよ」という言葉を信じていたため、大学卒業まで浮いた話もなく生きてきてしまった。

　そして気がつけば二十三歳。さすがにまずいと思い、職場の先輩に相談したところ、マッチングアプリを勧められたのだ。

　初手からいい男を捕まえようとするのは無理だ、順を追って経験を積みなさい、そのためにマッチングアプリは有効だ、という説明を受け、何度かメッセージのやりとりをしていた男性とようやく会う約束を取り付けた。

　だが、その約束の日の朝、いつもと様子が違うのを母に気づかれてしまった。

　仕事終わりに食事の約束だったから、通勤着に普段より少し可愛いものを着たのがいけなかった。「どこへ行くの？」と尋ねられ、友達と食事だと言えばよかったはずなのに、そこで動揺してしまったのだ。

　嘘をついてはだめだと、子供の頃から躾けられてきたから。咄嗟にうまく誤魔化せず、それが原因で根掘り葉掘り聞かれることとなった。

　そのあと祖父母の耳にも入れられ、「知らない人と会うくらいなら会わせたい人がいる」と言われてしまったのだ。

　大人になったのだからせっかくなら自分の力で何かをやってみたかった──それが里桜の本音だったが、がっかりする祖父母の顔を想像して言えなかった。それに、会うだけなら問題ない。嫌なら断ればいいし、そもそも祖父母が連れてくる人が自分を気にいるとも限らない。そんなふうに、半ば諦めていた。

　だが、やはりほんの少し不満だった。ただ異性と出会いたかったというささやかな願いも、祖父母にかかればこんな大事になってしまうのだな、と。




　そうやって諦めと不満を抱えて、今日を迎えた。しかし、今現在、そんな諦めや不満を抱えるにはとても失礼な相手が目の前にいる。見れば見るほど整っている。

「こちら、野の宮みや真まさ斗とさん。野宮さんのお家とは、古くからお付き合いがあるのよ。それで里桜のことを話したら、ぜひ会いたいと言ってくださって」

　祖母の紹介を受けて、目の前の男性──野宮真斗は軽く会釈をした。それに対して里桜も、「中なか園その里桜です」と名乗って会釈で応える。

「里桜さんとお呼びしても？」

「は、はい」

　緊張してガチガチの里桜とは違い、真斗は堂々とした様子だ。

　野宮といえば、日本有数の大企業。そのグループ会社のひとつで取締役をしているという彼にとっては、自分のような小娘との顔合わせに緊張などするようなものではないのだろう。

　人並みに恋をしてみたかっただけだ。それなのに過保護な祖父母は孫のためを思って、こんな飛び抜けた逸材との縁を結ぼうとしてきた。

　小さくて可愛らしいポメラニアンがほしいと言ったのに、グレートピレニーズを連れてこられた小学生のときと同じ気分だ。

　違う、そうじゃない、こんなにすごいのじゃなくてよかったのに──あのとき言えずに呑み込んだのと全く同じ感情が胸に去来する。

「あとはまあ、お食事をしながら二人でゆっくりお話をしたらいいんじゃないかしら」

　ひと通りお互いの釣書的なことを紹介して、祖母は役目は果たしたという雰囲気を醸し出す。

「これ、言ってみたかったのよね。『あとは若いお二人で』ってやつ」

　母はにんまりとして、祖母と目配せしてから退室していった。

　取り残された里桜は、気恥ずかしさと居心地の悪さで、どうにかなってしまいそうだった。

「お見合いの席なのに、うちの祖母と母があんな軽いノリてごめんなさい……」

「いや、いいんですよ。もともと仲人を立てたような正式なお見合いではなく、あくまで私が里桜さんにお会いしてみたかったというだけなので」

　身内の浮かれた雰囲気に申し訳なくなっていた里桜だったが、真斗に気にした様子はない。

　大人だし、格が違うのだなと、どこか遠い世界の人のように感じる。

　美形で長身で、おまけに大企業の御曹司の三十歳の立派な大人。かたや里桜は普通の不動産会社勤めの、平凡な二十三歳。同じ空間にいること自体、あり得ない話だ。

　何を話したらいいかわからなくてどぎまぎしているうちに、食事が運ばれてきた。

「わぁ……すごい。可愛らしい感じですね」

　料亭での食事ということで豪華な懐石料理が出てきたらどうしようかと思っていたのだが、目の前に並べられたのは意外に小ぢんまりとした量のものだった。

「最近ではこういった、ランチ形式のミニ懐石もあるんです。これなら、里桜さんも緊張せずに食事と会話を楽しめるかと思いまして」

「お心遣い、痛み入ります……」

　こういったところでの食事が不慣れなこともお見通しなのだなと、少し恥ずかしくなる。一応躾のためにこの手の食事も経験があるし、学生時代もマナー講座の一環で体験したことはある。それでも、慣れているとも得意とも言えないため、簡略化されたものは有り難い。

　正式な懐石料理は運ばれてくる順番も食べ方も決まりがあるが、こうして一度にすべて並べてもらえると気兼ねなく食べられそうだ。

　それでもどうしても、先付、お凌ぎ、お椀……と、教えられた通りの食べる順番を気にしてしまうし、何より目の前の真斗の食べる姿に目を奪われる。

　箸の持ち方から何から、彼は完璧だ。御曹司を捕まえて思うことではないが、正しい所作の見本みたいだなと思う。

　そんな人を前に緊張しながら食事を続けていると、汁椀を手にした真斗が声を上げた。

「やった。吉野汁だ」

「吉野汁？」

「葛粉でとろみをつけた汁のことを言うんです。好きなんですよね、これ」

　真斗は嬉しそうに汁椀を手にして、それを食した。好きというのは本当らしく、それまで涼しい顔をしていた彼の表情が柔らかくなっている。

　そんなに美味しいものなのかと思い、つられて里桜も手を伸ばす。出汁の香りがとろみの中に溶け込んでおり、優しい味わいの汁だ。具材の骨切りした鱧の柔らかさとよく馴染んで、とても美味しかった。

「本当だ。美味しいですね」

「でしょう？」

　里桜が言うと、彼は嬉しそうに笑った。涼し気な美貌からは想像もできないほどの温和な笑みに、思わずときめいてしまいそうになる。

　これがいわゆるギャップ萌えなのかと、身をもって理解した。

「私、とろみがつけられた食べ物に目がなくて……子供のとき、お腹が弱かったもので、お手伝いさんが私の食事だけよくとろみのついた味付けにしてくれていたんです。だから自分の中でこういった料理は、優しくて安全な味という印象になっていて」

　真斗はどこか懐かしむように言う。

「そうだったんですね……確かに、お腹がふんわり温かくなった気がします」

　彼にもそんな子供時代があったのだなと、里桜は途端に親近感が湧いた。それに、好きな食べ物について聞かされたことで、会話の糸口も掴めた気がする。

　それからポツポツと会話をしながら食事を楽しんで、二人は庭へ出た。これぞお見合いという感じだなと思いつつも、最初のような拒絶感も緊張もなくなっていた。

「実は里桜さんのことは中園さん……あなたのお祖父様からいろいろ聞いていて。なので、初めて会ったという気があまりしません。親戚の子に久しぶりに会えたというか」

　池にかかった橋をゆっくりと渡りながら、真斗はそんなことを言う。親しみを持ったその言葉に、里桜はドキリとする。いい意味と、悪い意味で。

「あの……祖父からは一体どのようなことを聞かされていますか？　というより今回の件は、どこまでご存知なのでしょうか……？」

　マッチングアプリで異性と知り合うことを恥だとは思っていないが、それを人に知られるのは恥ずかしい。身内に知られるのも嫌だったのだ。身内でも何でもない、こんなハイスペックな男性に知られたい話ではない。

　だが、にっこり微笑むその上品な顔を見れば、彼がすべて知っているであろうことは伝わった。

「里桜さんのお祖父様が、とても心配していましたよ。ほら、年配の方にはアプリで人と知り合うというのが、ひどく恐ろしいことのように感じるらしくて」

「まあ……そうですよね」

　言外に「なぜそのようなことをしたのか」と尋ねられている気がして、里桜は悩んだ。

　同じ状況に置かれた人でなければきっと、里桜の悩みはわからない。だが、だからといってこうしてお見合いの場に来てくれている真斗に隠しているのは、不誠実と言えるだろう。

「女子校育ちで出会いもなく、祖父母の言いつけを守っていたら、気がつくとこの年になっていました。勤め先も既婚者ばかりで、知り合いを紹介してもらうのも難しい……それならばと、会社の先輩にマッチングアプリを勧められたんです」

　自分の置かれた状況を、里桜は端的に説明した。本当はもっと、箱入り娘の悲喜こもごもがあるのだが、そんなことはどうだっていい。

　伝えたいのは、〝彼氏が欲しかった〟〝恋をしてみたかった〟ただそれだけだ。

「なるほど……やさぐれていたわけではなく、自分の状況を変えるための行動だったんですね」

「そうです。反抗とかそんなつもりはなく、ただ人並みに恋をしてみたかったんです」

　そのくらいしか自分で勝ち取れるものはないから、と里桜は思う。

　正直に打ち明けてしまうと、思いの外、恥ずかしさはなかった。それはきっと、真斗が馬鹿にした様子もなく、真面目に聞いてくれたからだ。

　だが、彼がそれをどんなふうに受け止めたかまではわからなかった。微笑んではいたが、それについて特に言葉を発することはなかったからだ。

　池の周りをぐるりと歩き終えてしまった。もうすぐ、今日のこのお見合いも終わる。

　最初こそ緊張したものの、なかなかお目にかかる機会のない圧倒的な美貌は眼福だった。何より、話しやすいと感じてからは、おしゃべりをするのも楽しかった。

　だから、このままお別れするのは何となく寂しい。

「あの、里桜さん」

「何でしょう？」

　足を止めて、真斗が里桜を見つめる。切れ長の瞳に浮かんでいるのが果たしてどんな感情なのか、里桜にはわからない。だが、彼に見つめられて自分の心臓が高鳴るのはわかった。

「恋がしたい、ということですが、その相手に立候補してはだめですか？」

「え……？」

　すぐには理解できなくて、口から間抜けな声が出てしまう。だが、わかった途端、顔が熱くなった。

「もしよければ、結婚を前提に私と恋をしてみませんか？」

　彼は少し困った顔をして、言い換えた。このくらいはっきり言わなければ伝わらないことに、きっと戸惑ったのだろう。

　彼の言葉に、里桜の胸は高鳴る。

　顔を合わせるまでは、祖父母のお膳立てによる出会いなんて嫌だと思っていた。だが、今はどうだろうか。

　嫌だという気持ちがないといったら嘘になるが、だからといって、真斗に惹かれる今の気持ちをなしにはできない。

　小娘だと、馬鹿にする態度は取らなかった。里桜の話をきちんと聞いてくれた。何より、好きな食べ物を食べて柔らかく笑うあの顔が、とても素敵で好感を覚えた。

「はい。……よろしくお願いします」

　惹かれたのはひとつひとつ些細なことでも、この人との縁をこれっきりにはしたくないと思って、気がつくと里桜は深々とお辞儀をして応じていた。







（もう、すっかり街はクリスマスムード一色だ）

　里桜は待ち合わせのカフェで温かいココアを手に、飾りつけられた街並みを見て思った。

　毎年この時期になると、クリスマスシーズン特有の華やいだ空気に少し心を踊らせながらも、それを一緒に楽しむ相手がいないことへの侘しさを感じていた。友人と過ごす予定があっても、それとこれとは話が別だ。

　何となく、クリスマスみたいなイベントは恋人と過ごすべしという空気が世間にはあるように感じて、それに気圧されていた気がする。恋人がほしいという里桜自身の気持ちも影響していたと思うが。

　だが、今年は違う。

　クリスマス当日に会えるかはわからないが、今年は初めて恋人がいる状態でクリスマスを迎える。だから、いつも以上に浮かれてしまっていた。

「お待たせ。遅くなってごめんね」

　参考書に目を落とし、しばらく集中していると、目の前の席に誰かが座る気配がした。

　そこには真斗の姿があり、それを見た途端、里桜は嬉しくなる。

「勉強して待っていたので、全然平気です」

「偉いな。でも、あまり根を詰めないようにね」

　参考書を見せると、真斗はそう言って頭を撫でてくれた。里桜は、触れられた場所と心がくすぐったくなった。

　あのお見合い以降、里桜は真斗と交際している。十月のお見合いからのこの二ヶ月間、メッセージのやりとりをしたり、忙しい合間を縫ってこうしてデートをしたり、順調に仲を深めている。

　真斗は里桜が将来中園家の土地をうまく管理して運用するための会社をやりたいと考えているのを、とても応援してくれている。そのために学生時代に宅建の試験に合格し、それを活かして不動産会社に就職したという話をすると、宅建の他に今後のために取得しておくべき資格について教えてくれた。

　彼は野宮グループの中のビル管理会社の取締役をしているから、その手のことに詳しいらしい。会社の上司や先輩社員からは聞けないような話を聞くことができて、それがとても楽しい。

　里桜のことを認めて的確にアドバイスをくれる彼のことを、好きになるのに時間はかからなかった。

　今では会うたびに、どんどん彼への想いが膨らんでいる。

「それじゃあ、行こうか」

「はい」

　カフェを出て、少し緊張しながら手を繋いで、真斗に連れられて向かったのは控えめに暖簾が掲げられた小ぢんまりとした鮨屋だった。今日は里桜が「お寿司がいいです」と言ったため、どうやらここへ連れてきてくれたらしい。

　店内はほんのりと明るく、高級感はありつつもそこまで堅苦しい印象はない。だが、それでもやはり身構えてしまう。店の格に自分が相応しいかと考えると、頷けない。

　祖父母に連れられて回らない鮨屋に来たことは何度かあったが、あきらかにここはそれよりランクが上だ。不慣れゆえに粗相があったらどうしようかと緊張すると、それに気がついた真斗が安心させるように微笑んだ。

「大丈夫。個室を予約してあるから、落ち着いて食べられると思うよ」

「……ありがとうございます」

　本当は縮こまってしまいそうだったが、せめて見た目だけでも堂々としていなくてはと、里桜は背筋を伸ばして真斗の隣を歩く。そして、白木のカウンターを横目に、案内された個室へと向かった。

「今日は適当に握ってもらうけど、今度来たときはお酒に合うものにしようか」

「はい、ぜひ」

　アルコールにあまり強くないことを伝えているから、真斗はこれまでのデートでお酒を呑むようなことはなかった。お酒を呑むときはきっと、二人の関係が進むときなのだろうと、何となく思っている。

　前菜とお造りが運ばれてきてからは、昆布締めされたヒラメや金目鯛、とびことキャビアの握りといった、あまり馴染みがないものを中心にやってきた。

　ひとつひとつに里桜が驚いて感激するから、真斗はそれを嬉しそうに見ている。もしかしたら、こうした里桜の反応が見たくて、珍しいものをと注文してくれていたのかもしれない。

　彼のそういった遊び心のようなものが好きで、里桜は胸がキュンとしてしまう。それと同時に、こんなにも経験値に差がある小娘と一緒にいて彼は楽しいのだろうかと、少し不安になった。

　ゆったりと食事をして楽しい気分で店を出ると、夜はすっかり深まっていた。

　街路樹にはイルミネーションが灯り、良い雰囲気だ。

　食事を終えるといつも、真斗は里桜をタクシーに乗せて帰してしまう。大事なお嬢さんを遅くまで連れ回しては親御さんに申し訳が立たないと言われると、良い子の里桜は納得するしかなかった。

　だが、今夜はまだ一緒にいたくて、里桜は自分から真斗の腕にしがみついた。それに気づいた彼は、柔らかく微笑む。

「もう少し歩こうか」

　彼が微笑んだときの、上等な筆でスッと引いたような目が好きだ。母が真斗について「日本画から出てきたみたいにきれい」と言っていたが、里桜も彼には和の美しさを感じている。

　里桜は自分自身が髪も目も色素が薄くて、黒髪黒目という和の要素とは遠いため、より一層真斗の持つ美しさに惹かれるのかもしれない。

　最初は、こんなにきれいな人と一緒に過ごせて嬉しいと思っていた。今は、自分の好きな人はなんてきれいなんだろうという気持ちに変わっている。

「今日はすごく甘えん坊だね」

　しがみついて離れない里桜に、真斗は優しく言う。自分の想いが伝わったのだろうかと期待するが、彼の顔は涼しいままだ。

「……まだ、一緒にいたいです」

　はっきり言わなければ伝わらないのだろうと、勇気を振り絞って言ってみた。しかし、彼の足がタクシー乗り場に近づいているのがわかってがっかりした。

「里桜、俺だって一緒にいたいよ。それどころか、このまま連れて帰ってしまいたいとすら思う」

　切ない声で言われ、里桜の胸は苦しくなった。

　出会ったばかりのとき、〝里桜さん〟と呼び、〝私〟と名乗っていた真斗が、今では呼び捨てで〝俺〟と言う。こうして打ち解けてもなお、彼と深い仲になれないのだろうかと、もどかしさに震えた。

　だが、大人である彼の気持ちもわかるのだ。これを〝大切にされている〟と理解できないほど、里桜も子供ではない。

「……だめだな。そんな可愛い顔をされてしまったら、本当に帰したくなくなる」

　タクシーに乗り場が見えて来る頃、泣きそうな気持ちで見上げると、苦しげに眉根を寄せて真斗が言った。「帰さなくていいのに」という言葉を呑み込んで、里桜は唇を引き結んでいることしかできない。

「いい日取りだとか、もっと落ち着いたらとか、そんなこと言ってられないな。──結婚しよう、里桜」

　我慢できないといった様子で、真斗に抱きしめられた。彼の腕の中に囚われて、嬉しくて夢みたいで、それでもこれは幸せな現実なのだということを受け止めて、里桜は頷いた。

「はい、真斗さん」

　それが、真斗のプロポーズだった。

　きれいな夜景の見えるレストランでもなく、花束を持って会いに来るでもなく、遊園地の素敵なお城の前でもない。

　夢見た憧れのシチュエーションとは違っていたが、里桜は嬉しくてたまらなかった。なぜなら、格好つけることに慣れているはずの彼が、余裕も何もなくして求婚してくれたのだとわかったから。




　それからトントン拍子で話は進んでいき、大急ぎで結婚式の準備に取りかかった。

　出会って二ヶ月足らずでのプロポーズに、両親は驚いた。だが、意外なことに祖父母も真斗の親族も、真剣ならば早めの結婚をという考えらしく、二人の背中を押してくれた。

　野宮グループの御曹司との結婚だからさぞ豪華な式になるだろうと慄いていたのに、真斗から提案されたのはごく親しい身内だけで挙げる式だ。

　聞けば、野宮家ほどになると誰を呼んで誰を呼ばなかったかが問題とされるため、そういった政治的駆け引きの火種にならないようにするには身内だけの式が無難とのことだった。

　そこでも格というか住む世界の違いを感じさせられたが、大好きな彼と結婚できることに浮かれている里桜はすぐにそんなことは気にしなくなった。

　婚礼衣装を和装にするか洋装にするか悩んだ結果、洋装で写真撮影をし、式本番は和装で臨むことにした。

　二人が選んだのは人前式。神に誓うのではなく、列席してくれた家族や友人に証人となってもらい、自分たちの気持ちを誓う形をとった。

　こうして黒紋付袴と白無垢を纏い、春の訪れを感じさせる三月の良き日に、真斗と里桜は夫婦となった。




　そしてその夜。

　二人はついに結ばれる。

　式のあと、里桜は真斗に連れられて新居へと向かった。

　忙しい合間を縫って真斗がコツコツ準備してくれていたという、二人の愛の家。コンシェルジュが常駐していて、住人専用のフィットネスジムやパーティールームが入っているようなおしゃれなマンションだ。

　すぐにでも探検したかったが、初めて本当の意味で二人きりになった真斗が、それを許してくれるはずがなかった。

「里桜、疲れただろう。お風呂に入っておいで。それとも、俺に洗われたい？」

　妖艶さを感じさせる笑みを浮かべてそんなふうに尋ねられれば、ふるふると首を振ってバスルームに逃げ込むしかない。

　まだキスすらまともにしたことがないのだ。いきなり裸になるなんて、恥ずかしすぎてできない。

　広いバスルームで、里桜は落ち着かない気持ちでシャワーを浴びる。真斗が選んでくれたのだろうか。蜂蜜の香りがするボディソープやシャンプーのおかげで、少しずつ緊張はほぐれてきた。

　だが、体を拭いて下着をつける段になると、再び緊張してくる。今日のためにと気合いを入れて選んだ純白の下着を目の当たりにすると、これからの行為を想像してドキドキしてしまう。

　異性との交際経験はないものの、人並みに──あるいはそれ以上に、性への興味はあった。大学生の頃、親しくしていた友達から借りた女性向けの〝大人の恋愛モノ〟の漫画を読んで以来、その興味はさらに膨らんでいった。

　好きな人と肌と肌を重ねてする、特別な行為。とても気持ちがよくて、天にも登る心地になるというもの。

　そういった行為への憧れと興味だけが膨らんで、里桜は大人になってしまった。あるのは漫画でつけた知識だけだ。

　下着の上からガウンを羽織り、リビングへと向かった。

「じゃあ、俺も入ってくるよ。髪を乾かして待ってて」

「……はい」

　里桜はドキドキして体がほてって仕方がないのに、真斗は涼しい顔をしている。だが、「先に休んでて」ではなく、「待ってて」と言ったのだ。その言葉の意味するところを考えて、里桜の胸はさらに高鳴る。

「どうしよう……うまくできるかな」

　肩口で切り揃えられたボブヘアは、考え事をする間もなくすぐに乾いてしまった。バスルームからシャワーの音はまだしているが、直に真斗は上がってくるだろう。

　湯上がりの彼と洗面所で鉢合うのが何だか恥ずかしくて、里桜は急いで寝室へと逃げた。だが、広い部屋の中にあるキングサイズのベッドを目の当たりにして、これからここで彼に抱かれるのだという実感がさらに増す。

　彼なりの気遣いだろうか。寝室には、アロマが焚かれていた。甘くて、どことなくエキゾチックな香りだ。

　照明も、落ち着く程度の明度に調整されている。このくらいの明るさの中でなら、彼に裸を見られても恥ずかしくないかもしれない。

　どこで待つのが正しいのかわからなくて、部屋の中をうろうろした結果、里桜はベッドの端に腰を下ろした。ちょうどそのとき、ドアが開いた。

「ベッド、広いんだからそんな隅にいなくていいのに」

　里桜の姿を目にして、真斗がふっと笑う。湯上がりの彼は髪のセットが解かれ、少しだけ無防備だ。

　だが、その切れ長の目に浮かぶ表情はやや剣呑で、見つめられた里桜はゴクリと生唾を呑み込んだ。

「緊張してる？」

　隣に腰かけた真斗が、髪を撫でながら問う。それだけでドキドキしてしまって、里桜は震える思いで頷いた。

「……初めてなので、うまくできるか自信がなくて」

「大丈夫。俺が全部教えてあげるから。不慣れなのを恥じることはないよ」

「ん……」

　そっと顎を掴まれて、俯いていた顔を上げさせられたと思ったらキスされた。

　初めは、誓いの口づけのような、唇が触れ合うだけのキスだった。しかし、やがて真斗の舌がそっと里桜の唇をなぞり、口の中へと入ってきた。

　温かで柔らかなその感触に、里桜は驚いたが、拒むものではないとわかっていたから、そっと口を開いて受け入れる。

「……いい子だ」

　髪を撫でながら、ゆっくりじっくりと真斗は里桜に深い口づけを与える。舌を絡ませ、歯列を優しくなぞり、触れ合う行為に慣れさせていくように。

「ん……ふ、ぅ……」

　そのうちに里桜の口からは、甘えるような声が漏れ始めた。まだキスをしただけなのに、気持ちがよくなってきたのだ。

「とろんとして、可愛いな」

「……何だか、頭がふわふわする」

「もっと気持ちよくなろうか」

　真斗の手が、ガウンの腰のリボンにかかる。するりと解けば、里桜の真っ白な肢体とそれを飾る特別な下着が目に入る。

「……きれいだ」

　真斗の口から、思わずといった様子で声が漏れた。

　シフォンと繊細なレースでできた純白の下着を身に着けた里桜に、彼は釘づけになっている。

　今日のために、これまで憧れていたランジェリーショップで選んだのだ。

　結婚初夜にして、生まれて初めての経験をする日のために、祈るような気持ちで選んだ。

「……ちょっと背伸びして、大人っぽいのを買ってみたの」

「よく似合ってるよ。……俺のために着てくれたんだって思うと、嬉しくてたまらない」

　慈しむようにそっと触れながら、真斗はゆっくりと里桜の体をベッドに横たえた。

「これから里桜にたくさん触るけど、いい？」

　優しく問われ、里桜は頷いた。だめなわけがない。この日を、ずっと待ち侘びていたのだから。

　里桜はこれまでに真斗とそういう関係になってもいいと思って、何度も勇気を出して誘ってきた。結婚が決まってからはなおさら、もういいだろうと思ってわかりやすく甘えてみた。

　それでも彼は、今日まで里桜に指一本触れなかったのだ。「出会ってすぐに君がほしくてたまらなくなった俺に示せる、唯一の誠意だから」と。

　その言葉を信じて、里桜も待っていた。だから、拒むはずがない。

「んっ……」

　彼の唇が、そっと首筋に触れた。それだけで、里桜の体にはまるで電気が走ったような快感が与えられる。

　唇は、首筋を下って鎖骨の線をなぞり、胸の谷間へと到達した。

　二つの豊かな膨らみを下着越しにやわやわと揉みしだきながら、真斗はその感触を楽しむように唇を押し当てる。

　彼が自分の胸元に夢中になっているのが、恥ずかしくもあり嬉しくもあった。

　着痩せするタイプで、学生時代は薄着になるとよく驚かれていた。やや童顔な顔つきや小柄な体からは想像できないほど、里桜の胸は大きい。

　走ると目立つし痛いし、着るものに気をつけなければ太って見えた。だからあまり自分の大きな胸が好きではなかったのだが、今はそんなことはもう気にならなくなった。

「……真斗さん、気持ち、いい？」

　気持ちよさに呼吸を乱しながら、里桜は尋ねた。

「気持ちいいよ。いつまでも触っていたくなる。……里桜も、気持ちがいいみたいだね」

「あっ」

　下着の柔らかな布越しに胸の頂をピンと指で弾かれ、里桜は自分のそこが硬く芯を持ち始めていることに気づかされた。

「あぅ、んんっ」

　形を探るように指で弄られ、背筋に強烈な快感が走る。くすぐったいのとは違う、切ないようなもどかしいような感覚になり、もっと触ってほしくなった。

「直接触ってあげようね」

　真斗はそう言ってから、背中に手をやり、ホックを外した。形のよい胸が、戒めを解かれ彼の眼前にまろびでる。

「真っ白な肌の中で、ここだけ色づいてる。可愛くて、食べてしまいたくなるな」

「きゃんっ」

　ペロリと味見でもするように胸の色づいた蕾を舐められ、里桜は背をのけぞらせて感じた。舐められるのは、あまりに気持ちがいい。

　もっと舐めてほしいと思った直後、チュッと音を立てて吸われた。

「んっ、あ、はぁ……んんっ……！」

　ひとつの蕾は舌を絡めながら吸われ、もうひとつは指先で押しつぶすように弄ばれている。そこからビリビリとした刺激が全身へと走り、たまらず里桜は甘く啼く。

　真斗は里桜の反応をさらに引き出そうと、執拗に胸への愛撫を続けた。真っ白な柔肉は形が変わるほど揉まれ、頂は音を立てて啜られる。彼の硬い指の感触に、湿って温かな舌の感触に、里桜の官能はどんどん高められていく。

　そうされるうちに体の奥が疼いて、自然と腰が揺れた。それに気づいた真斗の指が、クロッチ越しに里桜の秘められた場所を撫でる。

「里桜、もうこんなに濡れて……」

　里桜に触れた真斗が、満足げに微笑んだ。その笑みがゾクリとするほど妖艶で、里桜は恥ずかしくて目を逸らす。

「やっ……」

「下着越しでもわかるくらい、ぐっしょりだよ。……感じてるんだね」

　反応を楽しむように、彼の指の動きが緩急をつけたものに変わる。まるで布越しに、里桜のその部分の輪郭をなぞるみたいに。

「んぅ……」

　薄布の上から割れ目を確かめるように指を動かされ、これまでよりもっと強い快感に体がさらに熱を持つ。

　人に触れさせることのない部分に彼が触れているのだと思うと、恥ずかしいと同時に得も言われぬ気持ちよさがあった。

　だが、どれほど執拗に撫でられようとも布越しだ。そのうちにもどかしくなって、腰の動きは激しくなる。

「そろそろ直接触ってみようか」

「……はい」

　下着をゆっくりと取り去られ、里桜は一糸纏わぬ姿になった。さらに脚を左右に開かせられると、蜜に濡れた秘処が露わになる。

　その濡れた部分を、真斗がじっと見つめていた。恥ずかしい場所をそんなふうに彼に見られていると思うと、さらに蜜が溢れてくる気がする。そのうちに、誘うようにそこが蠢くのがわかった。

「こんなに濡れて……素直でいい子だ」

「ぁんっ」

　真斗の指が、蜜を溢れさせる中心に触れた。それから、ゆっくりとそこへ沈められていく。引き攣れるような感覚がしたが、同時に自分の内側が期待に蠢くのも感じた。

「……まだ狭いな。ゆっくりほぐそうか」

　蜜壺の激しい締めつけに阻まれ、彼はそれ以上の侵入を一旦諦めた。その代わりに、薄い茂みの奥から顔を覗かせ始めていた花芽に親指を押し当てる。

「んんぅっ！」

　円を描くように花芽を擦られ、里桜は大きく仰け反った。その反応を見れば、そこに触られるのがかなり気持ちいいと伝わってしまう。

「そうか……ここを弄るのが好きなのか」

「や、あぁっ……！」

　執拗に花芽を捏ねられ、それに合わせるように蜜壺のごく浅いところを擦られ、里桜は白い喉を反らせて啼いた。

　指はそのうちに二本に増やされ、蜜口を広げるような動きを始める。

　気持ちよくてたまらない。頭が真っ白になっていくみたいだ。鼓動が速まり、呼吸も乱れていくが、脈打つように下腹部を中心に快感が広がっていく感覚が何より強い。すべての神経が彼の指に集中していた。

　蜜をかき出すように動かされたり、弱い部分を探るように抜き差しされたりすると、気持ちがいいこと以外考えられなくなっていった。

　最初はさざ波のように全身へと広がっていた快感も、やがて大きな波となって里桜を攫う。

「ん……あぁ、あっ……！」

　真斗の指を激しく締めつけ、爪先をピンと伸ばして、里桜は達した。

　達するという感覚は、これまで自分を慰めたときに何度か味わったことがあるが、それとは比べものにならないほどの大きな快感だった。

　心臓は早鐘を打ち、呼吸はなかなか整わない。それなのに体の力は抜け、里桜はベッドの上でくったりしていた。

　だが、それで終わりではない。

「上手にイけたな。──じゃあ、そろそろか」

　そう言って、真斗がおもむろにガウンを脱いだ。その下は、下着しか身に着けていない。程よく筋肉が乗って引き締まって裸体が現れ、里桜の目は釘づけになる。

　胸板や腹筋よりも目を引くのは、下着の布越しにも窮屈そうにしている彼自身だ。下着の上からでも、そこが大きく膨らんでいるのがわかって、恥ずかしいのについ見てしまう。

　そんな里桜の初心な視線を楽しむように、真斗は下着をゆっくりと下ろした。

「……！」

　そそり立つ彼のものを目の当たりにして、里桜は思わず息を呑んだ。

　上品な彼の顔には不釣り合いなほど、それは大きくて凶悪な見た目をしていた。先ほど指を呑み込むのもやっとだった自分の中心が、それを受け入れられるか自信が持てない。

　真斗はベッドサイドの小抽斗を開けると、そこから小さな袋を取り出した。袋を開け、その中身である薄膜を彼が自身に被せるのを見て、いよいよ逃れられないと里桜は覚悟を決める。

「里桜、緊張しなくて大丈夫だから」

　里桜の腰の下に枕を入れながら、真斗はなだめるように言う。そうされると、腰を彼のほうへ突き出す格好になり、恥ずかしくてたまらない。

「そんな大きいの……入らない……」

「慣らしながら挿れるから」

「ん……」

　真斗は小さな蜜口に自身を宛てがうと、押し当てながらそこを撫でた。薄膜と蜜が擦れ、粘度の高い淫靡な水音がする。その音がやがて大きくなってくると、先端がぬるりと中へ呑み込まれた。

「あっ……！」

「……狭いな」

　彼が腰を進めると、硬くて大きなものが中へと入ってくる。

　それまで気持ちよさでいっぱいだった里桜の頭の中が、痛いという感覚で埋め尽くされる。だが、拒もうにも柔らかな中心は彼のもので深々と貫かれている最中で、もう逃げようがない。

　シーツをギュッと掴んで、痛みに耐えた。

「里桜、息は止めちゃだめだ。体の力もなるべく抜いて」

「んん……」

「そう、いい子だ」

　キスをされ、髪を撫でられ、里桜は恐る恐る体の力を抜く。

「よくできたね」

　優しく声をかけると、ゆっくりと真斗の腰が動き始めた。

　初めはやはり、押し開かれるような痛みが走った。だが、何度も抜き挿しが繰り返されるうちに、痛みの向こうから気持ちよさが押し寄せてきた。

「あっ……あぁ、ん、んぁ……」

　眉根を寄せ、ギュッと閉じた目尻に涙を浮かべていた里桜だったが、やがて甘い声を漏らしながら目を開けた。そのとろりとした眼差しで真斗を見ると、彼は安心したように微笑んだ。それから、なだめるようにキスをする。

「気持ちよくなってきたか。なら、そろそろ動くよ」

「んんっ」

　小刻みに振っていた腰を今度は大きくゆっくり動かし、真斗は里桜の中をかき混ぜる。

　腰を引いたときは嵩高い部分が浅いところを擦り、深々と貫くと先端が奥の敏感な部分を突き上げ、快感が走る。

　気持ちよさを感じるたび、奥からさらに蜜が溢れてきた。その蜜が滑りを良くし、わずかに残っていた痛みすらなくなっていった。

「まさ、と、さん……っ」

　胸がキュッとなるような、疼くような感覚がして、たまらなくなって里桜は自分からキスをねだった。荒々しく唇を重ね、舌で互いの口内を弄り合うと、さっきよりもずっと体が熱を持っているのがわかる。

（これが、感じるってこと……真斗さんのものを、どんどんほしくなってくる）

　気がつくと、もっと奥へきてほしいとでもいうように、自分から腰を揺らしてしまっていた。

　濡れた柔らかくて温かな里桜の内側は、真斗のものに絡みついて切なく締め上げる。それにはたまらず、彼は溜め息をこぼしながら腰の動きを速めた。

「あっ、あぁっ、あっ」

「……里桜、もうすぐ俺もイくよ」

「ん、ああぁぁっ……！」

　腰を激しく振りながら、真斗は里桜の花芽を強く擦った。弱い部分を刺激され、たちまち里桜は快楽のきざはしを駆け上る。

「くっ……」

　ビクンと大きく跳ねる里桜の内側はきつく締まり、奥深くまで呑み込んだ真斗の肉楔に絡みついた。

　それに耐えられず、彼のものは力強く脈動すると、薄膜越しに熱い飛沫を迸らせた。

「……真斗さん、気持ちよかった？」

　まだとろんとした目をしたまま、里桜が荒い呼吸の合間に尋ねた。初めてでうまくできたかどうか、ひどく心配だったのだ。

「気持ちよくてたまらなかったよ。果てるのが惜しくなるくらい。……ずっと里桜の中にいられたらいいのに」

　額にキスを落とし、優しく髪を撫でてから、彼は里桜の中から出ていった。処理される薄膜を見れば、彼の言葉に偽りはないのがわかる。

　真斗が自分との行為で気持ちよくなってくれたのがわかって、里桜は嬉しくなる。もちろん、里桜自身も初めての快楽に溺れそうになっていた。

「……もう一度、しますか？」

「初めての里桜に、無理はさせられないよ」

　そっと閉じ込めるように抱きしめられ、その腕の中で里桜は幸せを噛みしめた。

　確かに真斗の言うように、初めての行為はひどく疲れるものだった。だが、嫌な疲労感ではない。

　心地よい疲れに、そのうちに意識が遠のいていった。そして、抱きしめられたまま眠りについた。







第二章








　挙式後、数日間ほど南の島へハネムーンへ出かけ、日本に戻ってからは楽しくも慌ただしい日々を里桜は送っていた。

　だが、それは私生活の部分のみのことだ。

　結婚後は、職場へ行くのがとても嫌になってしまった。

　里桜がいるのは賃貸物件の営業部門だから、お客様の案内が入っているときはいい。案内をしたあと直帰の日は、本当にほっとする。つまり、職場にいたくないだけで、仕事が嫌になったわけではないのだ。

　悩みが生じた原因が真斗との結婚にあるのだが、彼が悪いわけではないからなるべくなら耳に入れたくないのも悩ましいことだった。

　今日も自宅マンションの駐車場へと帰り着き、スマホを見て職場からの連絡がないのを確認して、ようやく安堵の息を吐いた。

　それから、頭の中でこれからの予定を考える。

　夕食の支度をしながら、何か楽しくなるようなことがしたい。たとえば、お気に入りの映画を見るとか。そうでなければ、疲れて暗い顔のまま真斗を迎えなければいけない。

　そんなことを考えていたのに、自宅に帰り着くと部屋の灯りがすでに点いていた。

「おかえり、里桜」

「ただいま、真斗さん。早く帰れたんだね」

　真斗の姿に驚きつつも、努めて明るく言ってみた。だが、うまくできていなかったようで、彼は心配そうな顔をした。

「仕事が片付いたのもあるけど、里桜が心配だったから。……職場で何か、困ったことが起きてるんだろ？」

　隠せていたつもりだったから、そんなふうにまっすぐ尋ねられて、里桜は戸惑った。だが、同時にほっとしてもいた。自分からは言い出しにくいことでも、本当は誰かに話したかったのだ。特に、一番一緒にいる大切な彼に。

　そうはいっても、何と説明したらいいか悩む。

「とりあえず、上がって手洗いとうがいをして。それから、今夜の夕食を選ぼう」

「選ぶ？」

「デリバリーしようと思って。里桜をゆっくりさせてあげたいから、外食よりも家で美味しいものを食べられたらいいかなって」

「……嬉しい」

　真斗の気遣いが心にしみて、少しだけ元気が出る。里桜はいそいそと洗面所に向かい、手を洗ってうがいを済ませた。それからリビングに行くと、彼はソファで里桜を待っていた。

「中華とかイタリアンとか、どんな系統の料理を食べたいか選んだら、そこからさらに店やメニューを選べるから」

　そう言って渡されたタブレット端末を覗き込んで、里桜は思わず「すごい」と呟いていた。

　そこに表示されているのは里桜に馴染みのあるフードデリバリーのサイトではなく、何となく格調高い雰囲気のサイトだった。試しにメニューを選ぶと、表示される金額に目を瞠る。

　そのサイトが取り扱っているのは、いわゆる高級レストランの食事で、中にはこれまで真斗に連れて行ってもらったような店のものもある。真斗もデリバリーを利用するのかと勝手に親近感を覚えていたが、里桜の知っているものとは違っていた。

「……いっぱいあって、悩んじゃうな」

「ここの鰻はおすすめだよ」

「うん、それが食べてみたい」

　すっかり暖かくなってきたし、鰻を食べたら元気になるだろうかと、真斗の提案に乗ることにした。すると彼は、慣れた様子で注文してくれた。

　注文されたものが届けられるまで、どのくらいかかるのだろうか。それまでには、どのように自分の悩みを打ち明けようかと、里桜は頭を悩ませる。

　というのも、里桜を今悩ませていることには、真斗も関わりがある。

　簡単にいうならば、会社の上層部たちが、里桜が野宮家に嫁いだことでその縁を自分たちも結べないかと躍起になり始めたのだ。

　上層部が里桜に取り入ろうといろいろ仕掛けてきて、仕事が捗らないこともある。周囲からは、腫れ物のように扱われるようになってきた。これまで気さくに接してくれていた同僚たちに、上層部が「野宮グループの方に気安く接するな」というようなことを言ったらしい。

　上層部としては勝手に里桜に配慮したつもりなのだろうが、里桜としては仕事がやりづらくなってしまった。当然、同僚たちもそうだろう。

　里桜自身が変わったことにより居心地が悪くなったのなら諦めもつくが、これはそうではない。だが、だからといってこれをそのまま真斗に伝えて、彼を嫌な気持ちにさせるのも避けたかった。

「今、どんなふうに打ち明けようか悩んでる？」

　ずっと口を開かずにいると、真斗が尋ねてきた。

「大変なんだな、嫌なことがあったんだなってわかるから、無理して話さなくていいよ。もちろん、話したければ話してもいいし」

「真斗さん……」

　優しい言葉をかけられて、里桜は安堵した。これまで、こんなふうに誰かに言ってもらったことはない気がする。

　悩みは人に話したほうがいいとか、話さないと何に悩んでいるのかわからないとか、人に打ち明けること前提で悩みというのは扱われている気がする。

　そうできるときばかりではないから、真斗の言葉は里桜の気持ちを楽にしてくれた。嬉しくて、ぎゅっと抱きつく。

　そんな里桜を慰めるように、真斗はゆっくりと髪を撫でる。その感触に集中していると、少しずつ気持ちが落ち着いてきた。

「これはあくまで提案なんだけど、仕事、辞めてもいいと思うよ」

「え……」

「里桜が頑張ってもどうにもならない問題からは、距離を取るしかないんだから」

　優しく穏やかな彼の声に、里桜はハッとした。

　それまでそんなことは、考えたことがなかったから。

　自分が我慢すれば丸く収まるのなら、我慢しなければと思っていた。だが、真斗はそんなことをしなくていいと言ってくれるようだ。

　これまで、〝良い子でいること〟ばかり評価されていた里桜には、それが新鮮だった。

　何より、真斗の口ぶりはすべて事情を察しているものだ。彼が里桜のことをよく見ていて理解してくれているのが、とても心強くて嬉しい。

「……ありがとう、真斗さん。私、違うところで頑張ってみるね」

「うん、それがいい。困ったことがあれば、俺が力になるからね」

　そんなことを話していると、インターホンが鳴った。注文していたものが届けられたらしい。

　その日は、夫の優しさと鰻の美味しさに癒やされ、里桜は元気づけられた。

　そして、会社を辞める決心をしたのだった。




　それから引き継ぎや取引先への挨拶などを済ませて無事に退職すると、もう季節は初夏だ。

　三月まで式の準備に追われ、挙式後は退職の手続きに忙しく、ようやく人と会ってお茶をする余裕ができた。

　待ち合わせ場所であるスイーツが美味しい店の前までやってきて、待ち人の姿を見つけた里桜は嬉しくなって駆け出す。

「透とう子こさん、お久しぶりです」

「里桜ちゃん！　元気だった？」

　里桜が透子と呼んだ女性は、里桜に気づいて微笑んだ。

　彼女は里桜の勤め先の先輩社員だった人で、ひと足先に退職している。だから、顔を合わせるのは里桜の結婚式以来だった。

「新しいお仕事、慣れましたか？」

　店に入って注文を済ませると、里桜は早速透子に水を向けた。尊敬している先輩の転職話に興味津々だ。

　透子は不動産業界に身を置く中で自分のやりたいことは家を売ることではないかと気づき、ハウスメーカーに転職している。だから、これから先のことを考えるに当たって、彼女の話を聞いておきたいと思ったのだ。土地や建物にまつわる仕事としては、ハウスメーカーも今後将来へ向けての修業のために就いてみたい業種ではあるから。

「まだ全然。でも、決してホワイトとは言えない職場で働いてたから、多少のことは平気よ。楽しいしね」

「ハウスメーカーの営業って、やっぱり花形ですもんね」

「ハウスメーカーっていうより、工務店って呼ぶのが相応しい小さいところだよ。そのぶん、地域密着だしお客様との距離が近いのがいいんだけど」

　仕事は楽しいらしく、透子はずっと楽しそうに近況を語ってくれた。それを聞いて里桜は安心すると同時に、働くことへの意欲が湧く。

　やむを得ず退職したが、できることなら仕事は続けたかったのだ。だからこそ、今は夢のために頑張ろうと思える。

「里桜ちゃんは辞めてから、どんな感じ？」

「今は資格取得を目指して勉強中です。管理業務主任者とか土地家屋調査士とか、取りたい資格はたくさんあるので」

「学生時代に宅建に合格できた里桜ちゃんならできるよ！　その様子なら、やる気を失ってないみたいでよかった」

　ほっとしたように微笑まれ、里桜も微笑み返す。透子は辞めた事情を知っているだけに、心配をかけてしまった。

「いい人と結婚できてよかったと思うものの、それが原因で職場に居づらくなったのは可哀想だと思ってたんだよね。でもまあ、天下の野宮グループだったら、みんな目の色変わるか……」

　運ばれてきたホイップとフルーツソースたっぷりのパンケーキを突きながら、透子は遠い目をする。それに対して里桜は、苦笑いを浮かべるしかできない。

「新卒のペーペーのまま辞めちゃって、復職するにも独立するにもまずは資格かなと思うので、とにかく頑張ります！　たぶん、その前にどこかで実務経験を積まなきゃいけないとは思うんですけど」

「こういうときは、お祖父さんのツテを頼ってもいいんじゃないかな。最近思うんだけど、コネも実力のうちよ」

「ですかね……でも実際、初めから祖父の知り合いの不動産会社で働いていれば揉めなかったかなとは考えるんですよ」

「うん、そうだね。でも、わかるよー！　頼りたくない、自分の力でやってみたいって気持ちも全然理解できる！」

　透子に全面的に肯定され、里桜の気持ちは少しずつ上向いた。それに、やはり甘くて美味しいものも疲れた心には効く。

　パンケーキを食べて紅茶に口をつける頃には、里桜はすっかり元気になっていた。

「それにしても、『マッチングアプリを使ったのを家族に知られて怒られちゃうかも』なんて相談されたときには、まさかこんな展開になるとは思わなかったよ」

　当時のことを思い出したのか、透子はおかしそうに笑う。あのときは本当に困っていて、お見合いが嫌でたまらなかったのが、今となっては信じられない話だ。

「……お騒がせしました。結果的に透子さんのおかげで、幸せになれました」

「幸せならよかった。でも、ああいういわゆる上流階級へのお嫁入りって、やっぱり大変じゃない？　相手のご両親との相性はよくても、他に意地悪な親戚とかが出てきそうなイメージ」

　透子にそう尋ねられたものの、今のところすぐに思い至ることはなかった。

　里桜も実際に真斗の両親と顔を合わせるまでは、何となく透子が言っているような不安を抱いていた。しかし実際に会ってみるといい意味で淡白で、心配するようなことはなかった。

　家族や親子といっても、独立した個人という意識のほうが強い様子だった。そのため、真斗が選んで結婚すると決めたのなら、それに異を唱えることはないという様子で、反対されなかった代わりに大歓迎というムードもなかった。かといって居心地の悪さも感じなかったため、程よい距離感でうまくやっていけそうだ。義母とはまず、メッセージアプリでやりとりして仲を深めている。

「そういえば、彼の母方の叔母に当たる方で、少し変わった人がいるから、その人との付き合いだけは気をつけるように言われました」

「うわぁ、やだー。お上品な人たちのいう〝気をつけるように〟って、実質悪口じゃない？」

「……そうですね。真斗さんも、『海外住みだから会う機会はないはずだが、癖が強いから気をつけて』って」

　珍しく彼が言葉を選んでいた様子から、決して好きではない相手なのだということは容易に想像ができた。一体どんなことをしてくる人物なのかわからないだけに、なるべくなら会いたくないなと思う。

「でも、注意すべきなのがその人だけならよかったね。これが舅も姑も嫌な人で、おまけに小姑も大姑もついてくるなんて辛いケースもあるんだから」

　目を細めて、複雑な表情を浮かべて透子は言う。彼女はかつて結婚を考えた人がいたそうだが、相手の姉と折り合いが悪そうだということで破談になったらしい。

　いくら相手が好きでも、その家族との相性まではわからない。だから、今のところ里桜はとても恵まれていると言えるだろう。

　それに何より、大事にしてくれる真斗と結婚できてよかった。

　里桜は今、恋する喜びと結婚生活の幸せの両方を同時に味わっている。




「真斗さん……今日も帰り、遅いんだ」

　透子と別れ帰宅すると、スマホを確認して溜め息が漏れた。真斗から『今夜も遅くなりそう』とのメッセージが来ていたのだ。

　透子に散々「新婚さん羨ましい」「ラブラブオーラがすっごく出てる」と冷やかされたが、彼との生活は正直言って、少し物足りなさを感じていた。

　大事にされている自覚はある。仲良くもできている。

　だが、夢に描いた新婚生活とは、ちょっと違っていたのだ。

「あー……もっともっと、可愛がってもらいたいよ……」

　欲求不満の体を持て余して、つい開いてしまうのは電子書籍を読むアプリだ。

　情熱的な初夜を過ごして以降、これから毎日とは言わずとも頻繁に甘い夜を共にするのだと信じていたのに、真斗はあまり里桜に触れてこない。するとしてもあっさりしたもので、漫画で読んだみたいな長時間に及ぶような行為や、何度も何度も一晩に……といったことはない。

　もっとラブラブするものだと思って期待していただけに、あまり触れてもらえない現実を前にショックを受けている。

　何より、初心だった頃ならまだしも、一度快感を知ってしまった体は寂しさに弱くて、つい自分を慰めるためにエッチな漫画を読んでしまうのだ。

　里桜は少し強引な男性に主人公が愛され、ベッドの上で翻弄されるような物語が好きだ。身も心も熱くとろかされるその姿を見て、自分も真斗にそうされたいと考えてしまう。

（真斗さんにギュウッてされて、たくさん気持ちよくてしてほしいな……）

　初めて結ばれた日の、あの大きく達する気持ちよさを、もっとたっぷり味わいたい。それが叶わないから、妄想の中で自分を慰める日々だ。

　とはいえ、しなければいけないこともたくさんある。

　外出までに掃除と夕食の下ごしらえは終えているから、あとは仕上げだ。料理はまだ得意と言えるほど経験がないが、ミールキットのお世話になっているため、味で大きく失敗はしない。

　今夜は煮込みハンバーグを作るから、煮ている間に乾いた洗濯物を片づけることができるだろう。

　学生時代も実家暮らしで、いわゆる箱入り娘だったため、結婚してからの生活は周りからずいぶんと心配されたものだ。だが、こうして暮らしていくうちに少しずつではあるが手際の良さが身についてきて、快適に暮らせるようになってきつつある。できないことがあると、真斗が優しく教えてくれるから困らない。

　そういうことは、まさに思い描いた新婚生活といった感じなのだが。触れ合いが足りないため、どうしても不満を抱いてしまう。

「……まだ帰ってこない」

　夕食の支度を済ませ、資格の勉強をして待っていると、気がつくと時計は八時を回っていた。昼間食べたパンケーキのおかげで空腹はまだ感じていないが、疲れと眠気は感じてきていた。

　根を詰めてもと思い、スマホを開いて漫画を読み始める。胸がドキドキするようなものを読めば少しは眠気がなくなるのではと思ったのだが、気持ちが高まるより先に目蓋が重くなるほうが先だった。

　どのくらい眠っていたかわからないが、里桜はそっと体を揺らされて目が覚めた。

「こんなとこで寝てちゃだめだろ。風邪ひくよ」

「……真斗さん！」

　寝落ちしてしまったことと、エッチな漫画を開いたままでいてしまったことに焦り、飛び起きた里桜は慌ててスマホを後ろ手に隠した。

「お、おかえりなさい」

「ただいま。待たせちゃったな。お腹空いただろ？　夕食にしようか」

「うん」

　スマホの画面を見られただろうかと慌てたものの、彼の反応を見る限り大丈夫そうだ。ほっとして、食卓の準備に取りかかる。

　煮込みハンバーグとスープとサラダ、それから義母からおすすめされたパン屋で買ったブレッチェンという塩気が利いた小さなパンを並べれば、夕食は完成だ。

　義母はよくメッセージで、真斗の好きなものや美味しい食べ物の店を教えてくれる。ちなみに、真斗はハンバーグには白米よりパンを合わせるほうが好きだというのも、義母に教えてもらった。

「美味しいな」

　食卓についてハンバーグをひと口食べると、真斗がにっこりして言った。それを見て、里桜は嬉しくなる。

「今日のハンバーグは火加減に気をつけたの」

　前回ハンバーグを作ったとき、真斗に生焼けのものを食べさせてはいけないと張り切った結果、火を通し過ぎて硬くなってしまったのだ。その反省を活かし、今日はふっくらと仕上げている。

「前のカチカチのハンバーグも、里桜が頑張ってくれたんだなってわかってよかったけどね」

「……もう忘れてよ」

「可愛い里桜が作ってくれたもののことは、ずっと覚えてたいんだ」

　からかわれて恥ずかしくなりながらも、こうして軽口を叩けるのが楽しい。恋人期間が短かったぶん、結婚してからも関係が進展している。

　真斗のほうが七歳上だからか、彼はまるで妹をからかって可愛がる兄のように接する。里桜はそんな優しくてちょっぴり意地悪な彼のことが、どんどん好きになる。

　とりとめもないことを話しながら食事を楽しんで、後片付けを済ませてしまうと、ソファに腰を下ろした真斗がジッと見ているのに気がついた。何か用があるのかと思ってそばまで行くと、にっこり笑って抱きしめられた。

「さっき、何隠したの？」

「……え」

　抱きしめられて、このままイチャイチャするのかなと期待していたのに、思わぬことを尋ねられ、ドキリとする。

　彼は気がつかなかったわけではなく、一旦見逃したふりをしたのだ。

「えっと……」

　何と答えたものかと、里桜は悩む。本当のことを知られるのは恥ずかしいが、隠せばよくない誤解を与えるだろう。

　嫌われたくないし、誤解されたくない。それなら、正直に話すしかないのはわかっていた。

「実は……エッチな漫画を読んだまま寝落ちしてしまって……それを見られたくないと思って咄嗟に隠しちゃったの……」

「エッチな漫画……？」

　きれいな顔に至近距離から覗きこまれて告白するには、あまりにも恥ずかしい内容だった。その上聞き返されたら、羞恥心に顔が真っ赤になってしまう。

　だが、真斗はそんな里桜の様子を見てほっとしたようだ。

「……よかった。里桜に隠し事されてるのかと思って、悲しかったんだ」

「ごめんなさい……」

「いいよ。里桜は可愛いからさ、すぐに誰かに取られるんじゃないかって、心配したんだよ。今日会ってたのも実は会社の先輩じゃなくて、男だったりしてって」

「そんなわけない！」

　里桜が浮気をするなんて、絶対にあり得ない。こんなにこんなに真斗が好きで、その気持ちを持て余して寂しい想いをしているのに。

　そんな誤解だけは絶対にしてほしくなくて、今度は自分からギュッと真斗にしがみつく。

「私が好きなのは真斗さんだけで、本当はもっともっと仲良くして可愛がってほしくて……それが叶えられないから、エッチな漫画を読んで我慢してたのに……！」

「我慢、させてたんだ……？」

　誤解させてしまうくらいなら正直に打ち明けたほうがいいと、里桜は頷いた。何より、大好きな彼にわかってもらいたい。

「我儘言っちゃだめだってわかってるけど……本当はもっとたくさん、真斗さんと……したいの」

　里桜の言葉を聞きながら、真斗が眉根を寄せて優しく微笑む。

「……里桜！」

　里桜が言い終わるや否や、荒々しく口を塞がれた。いきなり舌を絡めてくる、深いキスだ。

　息の荒さや舌使いの激しさから、彼がとても興奮しているのがわかる。その性急に求められている感じに、里桜もゾクゾクする。

　口づけられたまま、体を抱え上げられた。寝室に運ばれるのだとわかった。

　少し乱暴に里桜をベッドへ放ると、真斗はネクタイを緩め、シャツを脱ぎ始める。そうやって自分のものを脱ぎながら、里桜の服も取り去ってしまった。

「俺だって、我慢してたよ。本当は毎日毎晩、里桜の体を貪りたいって思ってた。……でも、もう我慢はいらないのか」

「んっ……」

　再び荒々しく口づけられ、舌を吸われた。唾液が混じり合い、口の端から溢れて滴る。

「あぁん、だめぇっ……あぁっ」

　真斗の唇は離れると、今度は耳へと移動した。耳穴を犯すようにねっとりと舌で舐められ、その不慣れな感覚に里桜は身悶えする。

　里桜が震えている間に彼の舌はさらに移動していき、首や鎖骨、乳房、脇や臍まで舐め回した。

　舌を這わせ、肌を唾液に塗れさせられていく感覚は背徳的で、それと相まって得も言われぬ快感を与えてくる。

　舐められて、里桜はただ甲高い声を上げることしかできない。

　そうやってされるがまま舐められていると、やがて真斗に両脚を左右に大きく開かされた。

「すぐにここもま舐めて気持ちよくしてあげるからね」

「ん……きゃ、だめっ……あぁっ！」

　下着を脱がされ、秘められた場所が彼の眼前にあらわになったかと思ったら、そこに口をつけられた。

　舐めるというのは、知識として知っていた。だが、知っているのと実際に体験するのは異なる。

「やだ……あっ、あぁっ……ぁんっ、んぅっ」

　そんな汚い場所を舐められるのは恥ずかしいという気持ちと、容赦のない舌の動きが気持ちいいという感覚がせめぎ合っていた。恥ずかしいからやめてほしいのに、気持ちがいいからもっとしてほしいという矛盾。まるで生き物のように動くその舌に、蹂躙されていくような心地がする。

　いくら言葉で嫌だダメだと言っても、里桜が感じているのは真斗に知られている。なぜなら、舐められるごとにそこは蜜をとめどなく溢れさせているから。

　それに、もっとほしいと言うように腰が揺れてしまっている。

「……里桜、次々溢れてくるね。溺れてしまいそうだ」

「ぁう……ごめんなさい……」

「謝らなくていいよ。もっと気持ちよくなろうか」

　蜜口を執拗に舐めていた舌は花芽へと移動していき、代わりにそこには指が突き立てられる。待ち望んでいたように蜜壺は指を受け入れ、歓迎するように奥へ奥へと誘おうと締めつける。

　だが、真斗の指はごく浅い部分を擦るばかりで、一向に進んではこない。

　そのうちにある一点を探り当て、そこを強く押した。

「ひ、あぁっ……」

「……ここか」

　それまでとは比べものにならないほどの里桜の反応に、真斗は答えを見つけたかのような口ぶりだ。

　それからは、執拗にそこを弄られた。

「あっ、あぁっ、あっ……ぁ、あぁんっ……」

　気持ちがよすぎる部分を擦られ、唾液と蜜まみれの花芽を何度も強く吸われ、里桜はおかしくなりそうになっていた。

　頭がしゅわしゅわとして、痺れるみたいな快感が全身を駆け巡り、爪先に力が入ってきた。

　小刻みに喘ぎながら、里桜の意識は飛びかけていた。

「ゃ……なんか、きちゃう……」

　怯えたような里桜の声を聞き、真斗は指と舌の動きを激しくした。

「うぅ、ん……！」

　その直後、爪先を丸め腰を大きく反らしてから、里桜は達した。指でかき回されていた蜜口から、勢いよく飛沫が上がる。

　あまりの気持ちよさに頭が真っ白になって、自分が潮を吹かされたのだとわかったのは、少し経ってからだった。

　まさか自分が潮吹きを経験するなんて思ってもみなくて、羞恥でどうにかなってしまいそうだった。

「……真斗さん、ごめんなさい」

「上手に気持ちよくなれて、いい子だ。もっと気持ちよくするからね」

　真斗は目を細めて、うっとりとした表情で言う。恥ずかしいのに、彼にそんな顔で見られるのは胸の奥がゾクゾクしてくる。

　真斗は里桜の両脚を掴むと、今度はそれをぐっと持ち上げる。まるで半分に折られるみたいになって、そうして出来上がった格好のあまりの恥ずかしさに、ジタバタもがくが動けない。

「あぁ……」

　避妊具を装着すると、真斗は雄々しい屹立を里桜の中心に挿入する。そして慣らすことなく、いきなり荒々しく腰を振った。

「あぁっ、や、あァ……」

　上から叩きつけるかのように突き入れられ、その強烈な快感に里桜は喘いだ。

　これまでの交わりが、いかにいたわられ大事にされていたかわかる。今の真斗はまさに、欲望のままに貪る獣のようだ。

　いつもよりかなり乱暴に扱われているのに、里桜はそのことにどうしようもなく感じてしまっていた。

　美しく上品な真斗の顔に浮かぶ獣欲。余裕のない様子でそれをぶつけられていることが、たまらなく気持ちがいい。愛しくてたまらなくなって、里桜は彼に手を伸ばした。

　外では御曹司として、働くひとりの男として、理性的に振る舞っている人だ。そんな人が今、自分の裸体を前にこんなに興奮して、求めてくれているというのが心地よい。

　こうして体を激しく揺さぶられている間は、間違いなく自分は彼だけのものだし、彼もまた自分だけのものだ。

　そんなふうに考えると、性的な喜びとは別の喜びが、胸の奥から湧き上がってくる。

「あっ、まさとさ、ん……んァッ……あぁっ……」

　好いところを擦られ、弱いところを突かれ、里桜は啼いた。

　離したくないと、このまま奥へ注いでほしいと、ねだるように肉襞はうねる。

　真斗のことが、好きで好きでたまらない。好きな人にこんなに激しく求められて、幸せでどうにかなりそうだ。

　その気持ちを伝えたくて、激しく抜き挿しされる彼のものをギュウッと締めつけた。それに反応するように、彼がぴくりと跳ねる。

「くっ……里桜……愛してる。奥の奥まで、俺のものにしたいよ」

「来て、真斗さん……ぁ、あぁんっ……！」

　先に達したのは里桜だった。真斗の背中にしがみつき、そこに仔猫のように爪を立てながら、激しく彼を食い締める。

　それに耐えかねたように、真斗の屹立は力強く脈動すると、先端から欲望の雫を里桜の最奥へと解き放った。

　彼が中から出ていくと、里桜はようやく無理な体勢から解放された。こんなところで小さな頃からバレエを習っていた体の柔らかさが活かされるとは思ってもみなかった。

「……ごめん、無理させた」

　くったりと体を伸ばした里桜を、穏やかさを取り戻した真斗は抱きしめた。先ほどまで乱暴に腰を振っていのと同じ人とは思えない。

　だが里桜は、穏やかな彼も、先ほどの獣みたいな彼も、どちらも愛しくて好きだ。

「……強引な真斗さんも、好き。私、好きな人には少しくらい乱暴にされるのがいいみたい」

「里桜……」

　大好きだから大丈夫だということを伝えたくて、里桜は真斗を抱きしめ返した。包み込んであげたい気分になって、彼の頭を胸元に引き寄せる。すると、彼は里桜の柔らかくて大きな胸に頬を寄せる格好になる。

「俺、こうやって里桜を乱暴に抱きたくてたまらなくなるときがあるんだ。里桜はまだ若くて初心だから、大事に大事にしなきゃいけないって、わかってるのに……」

　先ほどの荒々しい行為を後悔しているのだろう。声に消沈した様子がうかがえる。

　彼が自身の胸の内を吐露してくれることが嬉しくて、愛しくて、里桜は彼のまっすぐな髪を撫でた。頬ずりするように動くから、髪が肌に当たってくすぐったい。

「好きな人に求められるの、私は好き。……うんと痛くされるとかじゃなかったら、真斗さんにたくさん求められたいな」

「そんなこと言って、俺を甘やかしちゃだめだよ。毎日毎晩求められたら、困るだろ？」

　胸の谷間からこちらを見上げる真斗に見つめられ、里桜はキュンとしてしまった。年上の夫に感じるには不釣合いな気持ちなのかもしれないが、母性のようなものがくすぐられたような気がした。

「……現実問題、体がついていくかは自信がないけど、気持ちとしては、毎晩求められたいな」

　真斗を慰めるために言ったのではなく、これは紛れもなく里桜の本音だった。

　里桜だって、本当は毎晩したいのだ。寂しくて、エッチな漫画を読んで自身を慰めてしまうほどに。

「……俺をその気にさせて、悪い子だな」

「んんっ」

　真斗は里桜の乳房へ唇を寄せると、その頂をチュッと吸い上げた。切なくなるような甘い痺れを感じて、里桜の口からは熱い吐息が漏れる。

　里桜が胸でしっかりと気持ちよくなれることを確認したからか、真斗はそこからは執拗に胸を責め立て始めた。

　片方の乳房は唇で、舌で、吸ったり舐めたりという刺激を与える。もう片方の乳房は、やわやわと揉みしだいたり頂を指で摘み上げたりする。

　執拗に里桜の胸を愛撫するうちに、彼も興奮してきたのだろう。太ももに触れている彼自身が再び、力を持ち始めるのがわかった。

　自分だけ気持ちよくしてもらうのではなく、彼のことも気持ちよくしてあげたいと、里桜はそれに手を伸ばす。

　軽く握ると、手の中でぴくりと動いた。反応してくれたのが何だか可愛く思えて、今度は撫でてみた。するとその手ごと、真斗に掴まれた。

「もっと強く握って」

「……こう？」

「そう……無理じゃなければ、舐めながらされると気持ちいい」

「……うん」

　口でするというのは、知識はあった。そういう漫画で読んだことがある。シチュエーションとしては特別珍しくもない。

　漫画の中でそれは、女性側が男性を気持ちよくさせてあげたくてする行為だ。つまりは、愛情表現の一種。

　それならできるはずだと、覚悟を決めて対峙する。

　里桜は体を起こすと、彼のものに顔を近づけていった。改めて見ると、それは彼の体のパーツの中でも異質だ。そこだけ色も質感も違う。

　美しい彼にこんな凶悪なものがついているというのが、不思議な気持ちになる。

　だが、決して嫌いではない。むしろ、惹かれてしまう。いつもこれが自分の中に入ってきて気持ちよくしてくれているのだと思うと、愛しくてたまらなくなった。

「ん……」

　まずは先端を口に含んでみると、彼が小さく息を漏らした。気持ちいいらしいとわかって、今度は舐めてみる。

（確か舐めながら擦ってみるんだよね……）

　漫画で読んだのを思い出しながら、肉竿全体に舌を這わせる。うまく全体を濡らすことができると、ギュッと握って擦りながらまた先端を舐める。

「あ……里桜、そこ……」

　嵩高くなった部分の下、筋のようになっている部分を舐めると、真斗の腰が揺れて切ない声が上がった。ここが気持ちいいのかと、わかると嬉しくなって気合いが入る。

　いつも彼に組み敷かれるまま気持ちよくなっていたが、彼をこうして気持ちよくするのも楽しい。彼のものを舐めているだけなのに、自分の体も疼いてくるのが不思議だ。ほしがるみたいに、腰が揺れてしまう。

「里桜、上手……うん、気持ちがいい……」

　咥えたまま頭を振って口の中を抜き挿ししてみると、彼の声は一層切なそうになった。それが嬉しくて、舌と手の動きを激しくする。

　彼のものが口の中でかすかに震えている。きっと間もなく果てるのだろう。

　そう考えていると、彼が里桜の肩を掴んで、動くのをやめさせた。

「……今からは、二人で気持ちよくなりたい」

　少しかすれた低い声で言われると、里桜の胸はキュンとなった。その余裕のない様子も、彼が自分を求めてくれているのがわかって嬉しくなる。

「うん。……じゃあ今度は、ギュッてして、キスしながらしたいな」

「わかった」

　すぐに覆い被さってきた彼にキスされて、体の奥が疼いた。それから彼は素早く薄膜を着けると、里桜の中へと入ってくる。

　気持ちよくされて、気持ちよくして、期待が高まっていたからだろう。熱くなって程よくほぐれた里桜の内側は、とろけるように真斗のものに絡みついた。

　口の中も、舌を絡め合って唾液が交じり合って、ドロドロになっていくようだ。

「真斗、さん……ん、アぁっ……あっ、ぁんっ」

「里桜……」

　口づけの合間に、甘い吐息が漏れる。

　気持ちがいいことを、感じていることを伝えたくて、里桜は彼にしがみついて自ら腰を振った。

　好きな人とする行為だから、どちらか一方だけが気持ちいいだけではだめなのだと、心から理解した。だから、真斗にもっと気持ちよくなってほしくて、彼のものをキュンと締めつける。

「あっ……まさとさ……そこぉ……」

　真斗が腰を掴んでひと際強く突き上げると、里桜の体に電撃のような快感が走った。それに応じるように、肉襞が激しく収縮する。

「ここか、里桜」

「ひ、あぁっ……」

「くっ……俺も、もう……」

　真斗は眉根を寄せて必死に快感を逃しながらも、腰を激しく振っていた。里桜の好いところを刺激して、果てさせようとしているのがわかる。

　彼の果てが近いことがわかり、一緒に達したいと里桜も彼の腰に脚を回し、さらに奥へと迎え入れるために腰を振った。

　そして、最奥を強く突かれた瞬間、強烈な快感の波が寄せてきて一気に押し流されていった。

「ああぁ……んんっ……！」

「里桜……」

　里桜の腰が大きく仰け反ると、そのときに真斗のものも激しく脈打った。

　ドクドクと、飛沫が放たれるのがわかる。薄膜が受け止めていなければ、すべてそれは里桜の奥へと注がれていたのだ。

　肩で荒い呼吸をしながら、真斗が口づけてきた。その顔を見れば、彼が満足したのがわかる。

　それを見て、里桜も満たされる。好きな人が自分との行為で気持ちよくなってくれるのが、ひどく嬉しくて誇らしい。

「……真斗さん、これからたくさん可愛がってね。もっともっと仲良くしてね」

　自分の中から出ていった真斗の体にしがみつき、里桜は言った。その里桜の髪を撫でながら、彼は笑って頷いた。







第三章








　夫婦の営みに遠慮がなくなってからは、二人はさらに仲良くなった。

　夜の営みはコミュニケーションとはよく言ったもので、より一層打ち解けた雰囲気に変わり、心の距離が近づいている。

　真斗は里桜に甘えるようになったし、里桜は彼を頼りつつも、支えたいという気持ちが大きくなっていった。

　彼は里桜と過ごすのが何よりも癒やされ休息できると言って、一緒の時間をなるべく取るようになった。

　今夜は、大きな仕事が片付いたということで、久々に外食をしようとレストランに来ていた。里桜の資格勉強の労いも兼ねている。

　結婚前、真斗が里桜を連れて行ってくれたのは特別感のある店の中でも、特に隠れ家的なところが多かった。だが、今夜は違う。

　老舗ホテルの高層階にある、フレンチダイニングだ。

　いわゆる三つ星レストランだというその店は、老舗ホテルの中にあるというだけあって、内装は竹や木を使った落ち着いた和の雰囲気を漂わせている。

　窓から臨むのは、摩天楼とでも呼ぶべき高層ビル群とそれに灯る夜景。

　いつか恋人ができたら訪れてみたいと思い描いていた、まさに憧れのような店だった。

「里桜、もしかして高いところは苦手だった？」

　運ばれてきた食前酒に口をつけながら、真斗が尋ねてきた。

　仕事終わりに一度帰宅して着替えを済ませた彼は、日頃仕事に行くときより少しカジュアルな、シャツの上にさらりとジャケットを重ねただけの着こなしをしている。

　一方里桜は、きちんとした店でも恥ずかしくないようにと思い、少し背伸びをして買ったヴィンテージレースのワンピースを纏っている。

　こういった店での食事にも慣れてきて、堂々と振る舞えるようになった里桜が珍しく落ち着かない様子だから、真斗も尋ねたのだろう。

　だが、そわそわする理由を答えるのが恥ずかしくて、里桜は返事をする前にグラスに口をつけた。

「……今日は食事のあとお泊りだから、その……緊張しちゃうなって」

　グラスの中の桜色のシャンパンと同じような色に頬を染めながら、里桜は小さく答えた。これが今言える精いっぱいだった。

　恥じらう里桜を前に、真斗は嬉しそうな顔をする。

「ドキドキする里桜の姿は可愛いな。でも今は、リラックスして食事を楽しもうね。今夜は里桜を甘やかすために連れてきたんだから」

「……はい」

　アミューズとして出されたスモークサーモンとサワークリームの乗った小さなタルトを口にしただけで、里桜は早くもお腹がいっぱいになってしまった気がした。

　だが、季節の野菜や魚介を使った前菜が運ばれてくると、その鮮やかな彩りを見てにわかに食欲を取り戻した。

「やっぱりこの店にしてよかった。ジビエを使ったもっと渋い感じの店と迷ったんだけど、里桜はきれいな色の料理が好きだよなって思って」

　頬をほころばせて野菜のテリーヌを切り分ける里桜を見て、真斗は満足げだ。子供のようにはしゃいでしまったかと少し恥ずかしくなるが、彼が嬉しそうにしてくれると自分も嬉しい。

　何より、彼が里桜の好みをこんなふうに把握してくれているのが、大切にされているとわかるから幸せな気持ちになる。

「きれいな色の料理って、目で見て楽しくなるから好きなの。ジビエも気になるけど」

「シカもイノシシも赤身のしっかりした肉だから、たぶん里桜も気にいると思うよ。涼しくなったら行こうか。美味しい赤ワインも教えてあげたいし」

「うん」

　ジビエも気になるし、真斗とワインを呑むのは楽しそうだなと思う。彼はワイン好きで、まだ飲み慣れていない里桜にいろいろなことを教えてくれる。

　とりとめもない会話が弾んだからか、メイン料理が運ばれてくる頃にはお酒も進み、ほろ酔いの里桜は楽しく食事することができた。

　だが、食後のコーヒーを前にすると、これを飲めば店を出て、リザーブしてある部屋へ行くのだという実感が湧いてくる。

「目が潤んでるな。酔ったかな？」

「……少し」

「残念だけど酔ってるからって、すぐに休ませてあげられないけど」

　里桜が飲んでいたものよりも強い酒を飲んでいたはずの真斗は、顔の赤みもなく涼しげな表情をしている。だが、その目の奥を見れば、彼が肉食獣のように里桜を狙っているのがわかる。

　里桜がいたいけな草食動物ならば、ここで体を震わせて怯えるのだろう。しかし、里桜もまた飢えた獣だ。彼の視線を受け、期待に胸を高鳴らせる。

　店を出てエレベーターに乗り込むと、真斗がするりと手を繋いできた。ただ手を繋ぐという行為なのに、指の絡ませ方、手の力の入れ方のすべてが淫らだ。

　手だけとはいえ触れ合ってしまったため、もう待ちきれないという気持ちになってくる。

　それは彼も同じだったらしく、部屋に着くや否や、抱きしめられ、荒々しく口づけられた。

「ん……真斗さん、シャワー……」

　彼の手がワンピースのファスナーにかかるのがわかって、里桜は少し抵抗した。今すぐに触れ合いたい気持ちは当然あるが、自分の体があまり清潔ではない気がして恥ずかしい。

　建物の中はエアコンがきいて涼しいとはいえ、夏だから汗ばむ。何より、アルコールを摂取したことでいつもより体温が上がって、どうしても火照ってしまうのだ。

　だが、里桜の言葉を受け入れる様子はなく、真斗は鼻先を首筋に埋めていた。

「里桜の匂い、たくさん嗅ぎたいんだ。お酒を飲むと特に匂いが強くなって、たまらないな」

「やっ……ん、んぅ……」

　匂いを嗅がれ、首筋を舐められ、里桜は体の力が抜けていく。恥ずかしくて逃げ出したいのに、彼が欲情しているのが伝わってきて、気持ちよくなってきてしまった。

　食事の間も、彼とこうなることを考えていたのだ。期待に高まった体には、ささいな刺激すらすべて気持ちがいい。

　ファスナーを下ろされると、ワンピースは簡単に脱がされた。下着姿になった里桜を前に、真斗は目を見開いた。

　今夜こうなることを想定して、里桜はいつもよりさらに気合いの入った下着を身に着けていた。

　透明度の高いリバーレースを用いたハーフカップのブラと、それと同じデザインのタンガ、そして薄物のストッキングを留めているガーターベルト。

　真っ白で光沢のある糸で作られているにもかかわらず、それは清楚さよりも淫靡さを見るものに与える。

「今夜のために、これを？」

「……うん。真斗さん、こういうきれいな下着、好きなんだと思って」

　彼のために選んだのだという告白は、かなり照れてしまう。里桜自身もこういった特別感のある下着は好きではあるが、普段はもっとシンプルなものを好んでいる。

　しかし、自分の着るものひとつで夫が幸せな気分になるのであれば、積極的に身に着けたいと思う。

　特別な下着を選んで纏うのは、贈り物にでもなった気分だ。

「すごく似合ってる。……きれいで、脱がせるのがもったいないな」

「ふ、ん……」

　そっと肌を撫でられると、それだけで吐息が漏れる。もっと触れられたくて期待して、産毛が粟立つような気がする。

　真斗の指先は肩を、脇腹をなぞり、背中を伝って臀部へと到達した。美しく丸みを帯びたそのラインに触れたとき、彼の口元に悪い笑みが浮かぶ。

「……まさかこんな扇情的なデザインになってるなんて」

　そう言って彼は、剥き出しの肌を撫でる。前から見ると普通のショーツのようなのだが、背面に回るとそれは、丸みを隠してはいなかった。

　背面の生地はヒップラインを美しく見せるため、深いカーブを描いている。だが、いわゆるＴバックと呼ぶものほど布地がないわけではないため、購入したときは平気だと思ったのだ。

「里桜、後ろを向いて」

「……はい」

　恥ずかしさに耐えながら、里桜は真斗に背を向けた。そうすると、あらわになった尻を彼に見られてしまうが仕方がない。

「里桜……これは、だめだよ」

　その尻を見て、真斗は溜め息をこぼすように言った。

　ワンピースを脱がせただけで、それを美しく着るために合わせていたヒールの細いサンダルは履いたままだ。ヒールによって里桜の尻は通常よりもキュッと上を向き、見せつけるようになっている。

　彼の視線が一点に注がれている気がして、里桜は恥ずかしくなって尻を両手で隠した。

「……可愛い下着だって、思ったんだけど」

「可愛いよ。でもこれじゃ、桃みたいに愛らしいお尻が、全然守られてないだろ」

「きゃっ……」

　後ろから抱きしめると、真斗は容赦なく里桜の尻を撫でた。守られていないという言葉の通り、直接彼の手に弄られてしまっている。

　しばらくやわやわと感触を楽しむと、彼の指は割れ目をなぞって、その奥へと進んでくる。

「里桜のここ、大変だ……すっごく濡れてる」

「んっ……」

　蜜口をなぞられただけで、そこがもうすでにぐっしょりと濡れてしまっていることがわかる。キスと愛撫だけで、体が目覚めたのだ。

　彼の指は奥へは入ってこず、蜜をかき出すようにごく浅いところで抜き挿しされる。花芽の裏側に当たるザラザラする部分を擦られると気持ちがいいのだが、物足りずに腰が揺れた。

「そんなに可愛くお尻を振って……誘ってるのか？」

　熱っぽい吐息を耳に吹きかけながら、真斗は問う。尋ねなくても知っているくせに、里桜の口から言わせたいのだ。

「ぅんん……もっと奥、触ってぇ……」

「わかった。──窓際に行こうか」

　半ば強引に運ばれるように、里桜は窓際へ連れられて行った。

　都会の街並みを見下ろす窓辺へ連れて行かれ、里桜はドキドキしてしまう。ここで彼が何をしようとしているか、わかってしまったから。

　気配から、背後で彼が服を脱いでいるのがわかった。それだけで期待して、体が疼いてしまう。緊張して息を潜めて待っていると、薄膜を着けた彼のものがぬるりと入ってきた。

「はぁ、あァッ……」

　硬く質量のあるものが身の内へと入り込んでくる感覚に、里桜は溜め息をついた。圧迫感に、息が詰まりそうになる。

　だがそれよりも里桜を日頃より緊張させ、一方で欲望をかき立てるのは、誰かに見られるかもしれないというこの状況だ。

　いくら高層階とはいえ、同じような高さの建物からなら見られてしまうのではないかと、そわそわした気持ちになる。

　その緊張が真斗にも伝わっているのか、彼は背後から里桜を抱きしめ、耳に息を吹きかける。

「里桜の可愛くてえっちな姿、誰かに見られてしまうかもしれないね」

「んんっ、やだ……」

「真っ白な肌の上でここだけ可愛いピンク色なのも、気持ちよくなるとここが立ち上がって来ちゃうのも、俺のものを深々と呑み込んでるのも、全部見られちゃうかもしれない」

「はぅう、んっ……そこぉ……っ」

　片方の指先はレースの上から濃く色づいた胸の頂を撫で、もう片方の指先は下着の隙間から侵入して花芽を撫でた。日頃は皮に包まれて隠れている敏感な核をあらわにされ、そこにわざと音を立てて蜜をまぶされ、里桜は腰を跳ねさせる。

「だめぇ、それっ……強すぎるぅ……あぁっ……ひゃあんっ！」

　剥き出しになった秘核への刺激を逃れようと腰を振れば内側に咥え込んだものを締めつけてしまい、さらに快感を拾った。そしてまた腰が揺れ、気持ちがいいところを刺激していく。

「里桜、可愛い……自分から腰を振って求めてくれるなんて」

　真斗は身体を支えて愛撫をしているだけで、少しも腰を動かしてはいない。暗い外の世界を臨む明るい窓に、その何とも言えない淫らな姿が映し出されている。

「真斗さん……お願いっ、指、くりくりしないでぇ……奥、動いてぇ……うまくできないの」

　自分で腰を振るのでは、一番好いところには届かなかった。それがもどかしく苦しくて、里桜は目を潤ませてねだる。強すぎる刺激に結合部から飛沫が上がるのに、奥への刺激がほしいという物足りなさは解消されない。

「指、やめてほしい？」

　秘核への愛撫すら止んで、里桜の胸には焦りにも似た感情が湧く。

「違うの！　指も、好き……でも、奥を可愛がって……いっぱい、真斗さんので気持ちよくしてほしいの……！」

　キュンと真斗の肉棒を食い締めながら、里桜は腰をくねらせた。彼をその気にさせないと、上手にねだれないと、このままずっと奥を可愛がってもらえないと思って。

「いい子におねだりできたね。たくさん可愛がるよ」

　必死のおねだりを聞いて真斗は少し悪い笑みを浮かべてから、里桜の腰を掴んだ。

「あぁっ……」

　彼がぐっと腰を掴んで動き出したことで、里桜はうまく体を支えられなくなった。転ばないように立っているには、窓に手をつくしかない。そうすると、尻を突き出す格好になる。

　きらめく夜景に、自分たちの姿がうっすら重なる。後ろから夫に貫かれたその姿は、あまりに淫らだ。口は半開きになり、目はとろんと潤んでいる。そんな顔をした自身を見て、里桜は感じてしまった。頬を上気させ、呼吸を荒らげるその姿は、まるで可愛がられたくて媚びているみたいだ。

　そんなことを思うと、彼のものを受け入れている蜜壺がキュンと締まった。それが気持ちよかったらしく、彼が切なそうに眉根を寄せるのが見える。

「里桜、気持ちいい？」

「ん……きもちぃ……あっ、や、そこ……ぅんっ、あぁっ……！」

　弱い部分を擦られて気持ちよくなっていたのに、真斗がまた花芽を摘んできた。花芽を刺激されながらその裏に当たる場所を嵩高い部分で強めに擦られ、里桜は一気に高まる。

「あぁっ……同時にされるの……すごいのきちゃうっ」

　あまりの快感に、蜜が溢れてくるのがわかった。彼が腰を振るたびに、指を動かすたびに、そこから立つ水音が大きくなっていく。太ももに蜜が伝うのを感じる。

　その強すぎる快感から逃れようと、里桜はどんどん爪先立ちになっていった。

　そうすることで、肉襞が絡めとるような動きをした。それにはたまらず、真斗も声を漏らした。

「う……すごい締めつけだ」

　言いながらも、腰の動きは止めない。今度は逃げた里桜を強く引き寄せ、深い部分めがけて抉るような動きをする。

　果てが近い里桜はその強すぎる快感に、いやいやをするように身をよじる。だが、肉襞は真斗の絶頂を促すように、柔らかく包み込んで絡みつく。

「まさと、さ……も、だめぇっ！　イくっ……イッちゃうぅ……！」

「イッていい……俺も……」

　肉と肉がぶつかるほど激しく腰を振ってから、深々と貫いたところで動きを止めた。薄膜越しに先端が、グリッと里桜の柔らかな最奥を穿つ。その直後、たっぷりと熱い飛沫がそこへ浴びせられた。

　真斗がしばらく動きを止めてからゆっくりと屹立を抜き去ると、泡立った愛液が蜜壺からとぷんと溢れて、太ももを伝っていった。引き抜くときについたらしく、尻のあわいも濡れてしまって、ぬらぬらと光っている。

　それはあまりにも淫猥だった。

　背後の夫にそんな痴態を見せつけていることになど気がついていない里桜は、肩で息をしながら彼を振り返る。

「……すっごく気持ちよかった」

「ん……それはよかった」

　首に腕を回し、背伸びをしながらキスをすれば、うっとりするような笑みでそれに応じてくれた。

　達したばかりでふわふわするし、全身が幸福感に包まれている。だが、当然満足はできていない。

　まだまだ一緒に気持ちよくなりたいという意思表示で甘えたキスをすると、真斗は里桜を抱きかかえてベッドに運んでくれた。

「……里桜は俺を煽るのがうまいな。たっぷり可愛がってやるから」

　そう言って噛みつくようなキスをされて、里桜の体は再び熱を持った。

　体を重ねて、どちらともなく互いの体に手を伸ばす。頬を、鎖骨をと触れ合っているうちに、くすぐり合いのようになる。

「うわ……ちょっと、里桜」

「真斗さん、脇弱いんだ」

　まさぐっているうちに、彼の弱い部分を知る。彼は堪えきれず吐息を漏らしてしまうのを聞いて、背筋を形容しがたい感覚が走っていく。

　もっと触れたい。もっと彼の息が漏れるのを聞きたい。そんな気持ちになって、里桜は夢中になって真斗に触れた。

　だが、彼の吐息にかすかに笑い声が混じり始めた頃、唐突に動きを封じられた。

「きゃっ……」

「……あんまりイタズラが過ぎるんじゃないか？」

「────んっ」

　両手を頭上に固定され、動けなくなったところを彼に触れられる。くすぐりではなく、ほんの少し胸に触られるだけだ。羽でそっとなぞっていくかのように、指先を輪郭に滑らせていくだけの愛撫。

　好きな人に触れられているのだから、決して嫌なわけではない。だが、気持ちいいとは言えないもどかしさと物足りなさが募っていき、切ない気持ちで体をくねらせた。

「……真斗さんっ」

　彼を見つめて必死に訴えるのに、まるで伝わっていないかのように微笑み返されるだけだ。

「……やだ…真斗さん」

「ん？　何が？」

　真斗はちょっぴり意地悪な表情でいう。これは自分で言わせる気だと、里桜は理解する。

「もっとちゃんと触って」

「ふふ」

　真斗がわからないふりをするから、このままでは触れてもらえないと里桜は焦った。焦って、自由に動かせる足を彼の体に巻きつける。

「自分から脚を広げるなんて、大胆だね」

「だって……真斗さんがいじわるするから」

「可愛いな」

　真斗は里桜の両手を解放すると、ぐっと下半身を押しつけてきた。じゃれあっているうちに、彼のものは硬さを取り戻していて、まだたっぷりと蜜で濡れている里桜の中心を二、三度なぞるだけで、淫らな水音を立てて呑み込まれていく。

「んぅ……」

「里桜の中、すっかり俺の形に馴染んだね」

「うん……真斗さんだけのものだから」

　キスをしながら、今は繋がりあったその気持ちよさだけを味わっている。あたたかな蜜壺で彼のものを包んでいるのだという感覚は、言葉にできない幸福感がある。

「ずっと可愛がるから、一生俺だけの里桜でいて」

「うん」

　誓い合うように口づけて、それから深く交わった。





＊＊＊






　薄暗い部屋の中、夜中に目を覚ました真斗は眠る里桜を見つめている。

「里桜、お前は本当に可愛いな」

　うつ伏せに寝る無防備なうなじに、強めのキスをした。数秒間吸ってやると、真っ白な首筋には花びらのように赤い痕が散る。

　だが、肩上で切りそろえられた髪が、それを隠してしまうだろう。

　他にも服に隠れて見えない場所に〝印〟を刻もうと、真斗は里桜の体を弄った。

　今夜は盛り上がって何度も激しく交わったから、疲れ果てたらしく里桜が起きる気配はない。試しに可愛らしい胸の頂をペロリと舐めても、少し身じろぎするだけで目を開けることはなかった。

　無防備で無垢な寝顔を見ていると、真斗は信じられないほど幸せな気分になる。この愛らしい女性が、自分の妻なのだと。

　家ぐるみの付き合いのある人物に孫娘を紹介すると言われたときは、正直かなり身構えていたというのに。




　里桜の祖父、中園氏は、昔からよく孫娘である彼女の話を聞かせてきた。だがそのときは、孫娘を売り込むためというよりも、単に自慢したいだけのようだった。

　どれほど孫娘が可愛くて賢くて素晴らしいかを、中園氏は語るのだ。それさえ語らせていれば機嫌のいい人だし、何より政治的な駆け引きを仕掛けてこないから、真斗は彼のことが好きだった。

　彼には真斗にわざわざ取り入る必要がないからというのもあるが、ただの知り合いの青年として接してくれるのが嬉しかったのだ。

　物心ついたときにはすでに、近づいてくる大人は真斗に過剰におもねるか、陥れようとするような人物ばかりだった。

　古くから続く国内有数企業の御曹司だから仕方がない──そう割り切ろうにも、あまりに数が多すぎた。

　だからこそ、ただの知り合いでいてくれる中園氏は真斗にとっては貴重な存在だったのだ。

　そんな氏から孫娘との見合いを打診されたときは、ついに政略結婚の話をされるのかと思って正直がっかりした。

　だが、詳しく話を聞くうちに、少し興味が湧いた。簡単に言えば、一方的にとはいえ子供のときから知っている子が困った事態に陥りそうなら、助けてやってもいいと思ったのだ。

「うちの孫が、恋人がほしいといってケータイを使って知らん男と会おうとしていたらしい。恐ろしい世の中だと思わんか」

　中園氏は、そう真剣に訴えてきた。

　ひと昔前ならいざ知らず、今ではマッチングアプリで相手を探すのは珍しくないと聞く。

　だから、今の若い子はそういうものですよと言おうかと思ったが、氏の顔を見るとそんな軽い問題ではないのだろう。

「人を見る目が養われている者がそういった場を利用するのはいい。だが、うちの里桜は違う。素直で純粋なことが、色恋においていい方向に働くとは限らんからな」

　中園氏は要は、男慣れしていない自分の孫が純粋さゆえに悪い男に騙されやしないかと心配しているのだ。

　年頃の娘や孫を持つ者としては、真っ当な心配だと言えるだろう。そのことには同意しつつも、真斗は内心で疑ってもいた。

　その素直で純粋だという孫娘の姿も、果たして作りものではないといえるのか、と。

　女性は強かだ。男が思っているよりもずっと。そうでなければ生きていけないという面もあるかもしれないが、意図して男を騙そうとする者もいる。

　真斗は自身が若い頃に手酷い失敗をしているため、孫娘が騙される側であるという中園氏の思い込みに対して少し抵抗があった。

　とはいえ、心配は心配だ。もし氏の言うとおりの素直で純粋な箱入り娘だとしたら、そんなのは、悪いやつの格好の餌食になるだろう。

「それで真斗くんに見合い相手になってもらいたいんだ。なに、真剣にやれとは言わん。君の顔を見せるだけで、十分効果があるだろうからな」

　ひとしきり心配だと訴えたあと、中園氏はそんなことを言う。大事な孫と見合いをしてくれというのに、真剣にやらなくていいとはどういうことなのだろうか。

「私は君ほどの顔のいい男を他に知らんよ。だから、男に免疫のない夢見がちな孫は真斗くんを見たらたちまち夢中になるだろう。そうすれば、ケータイで顔も知らん男とやりとりするのが馬鹿らしくなるだろうし、いざ顔を合わせても並の男が来たのでは君と比べてかすむ」

「それは、何というか……」

　あまりにも孫を侮りすぎではないかと続けようとしたが、やめておいた。軽はずみに言っているわけではないのは、氏の顔を見ればわかったから。

　彼なりに孫のことを考えて、その結果このような提案をしているのだろう。

　それに、本当に彼のいうように素直で純粋な女性がいるのなら、会ってみたいという気持ちになる。

「『うちの孫は可愛くていい子だから君にぴったりだ。嫁にどうだろう？』とは言わないんですね」

　これまで幾度となく子や孫を持つ人から言われてきた言葉を思い出して、真斗はおかしくなった。中園氏は一度も、そのような言葉を口にしなかった。

「もし会って気に入ったなら口説いてくれていいが、うちの里桜は物ではないんでな。勝手に本人不在の場所で、嫁にやるだのやらないのだの言うのは嫌なんだよ。それに、孫にも選ぶ権利がある」

「なるほど」

　古くは、女性は家の所有物だと考える人が多かったという。そして、その古い考え方を未だに引きずっている人もいる。

　だが、中園氏はそうではないようだ。そして真斗は、自分が彼のそういったところが好きなのだと改めて思う。

「わかりました。会うだけ会ってみましょう。お役に立てればいいのですが」

　そう言って、あの見合いの席になったというわけだ。

　まさか本当に、真斗のほうから好きになってしまうとは思っていなかったが。




　信じられない気持ちになって、改めて里桜を見つめる。

「こんなに好きになれる子が、この世にいるなんてな……」

　ぐっすり寝ている彼女の頭を撫でると、ふにゅっと口元に笑みが浮かんだ。それを見て、どうしようもなく胸がときめく。

　見合いの席で里桜を見たときは、可愛らしい子だなと思った。中園氏の言っていた通りすれた雰囲気はなく、純粋そうだとも思った。

　だが、甘やかされ尽くしたいわゆるお嬢様とも違うし、世間知らずの愚かな子でもないと感じた。

　祖父母からの干渉を避けるためにと、わざわざ小さな不動産会社に勤めているというのが、彼女なりの考えと苦労を感じさせられた。

　話しているうちに、中園氏の話から受けるような〝夢見がちな子〟という印象もなくなった。

　里桜は自分が特別ではないことも、白馬に乗った王子様が現れないことも知っていた。だからこそ、自分から出会いを掴みに行くのだと、マッチングアプリを利用していたのだ。そして今も、夢のために資格取得という努力をしている。

　素直で純粋そのものな雰囲気とその現実的な一面の、落差に真斗は惹かれた。

　そして、この子のことをもっと知りたいと思ったときには、口説いてしまっていた。

　『結婚を前提に、私と恋をしてみませんか？』と。

　付き合い始めたらあまりに楽しくて、つい夢中になってしまった。早くこの可愛らしい女性を自分だけのものにしたいと思って、すぐに結婚を決意した。

「学生時代ならいざ知らず……社会に出てからすぐに悪い男に捕まらなかったのは奇跡だよ」

　なめらかな肌を撫でながら、真斗はうっとりして言う。

　これまでどんな女性と付き合っても気にしたことはなかったが、里桜の初めての男になれたのが誇らしくてたまらない。

　彼女に過去はなく、あるのはすべて今現在の自分との関係だけだ。彼女に喜びを与えるのはすべて自分が初めてなのだと思うと、いつも甘い目眩を覚えるほどだ。

　こんな感情を知ってしまうと、好きな女性の初めての男になりたいというこだわりを持つ者たちを笑えない。

　彼女に過去付き合った人がいたらきっと嫉妬しただろうし、塗り替えてやりたいと強く思っただろう。

　そのくらい、愛してしまったのだ。

　過去に女性に手痛い目に遭わされたからこそ、里桜のような無垢な女性と出会えたことは幸運だった。その幸運を絶対に手放さぬよう、真斗は今、必死の思いだ。

「ん……」

　ずっとあちこち撫で続けていたからか、里桜が目を覚ましてしまった。とろりと目を開けて、真斗の姿を確認するとにっこりする。

　安心しきったその顔を見ると、庇護欲がくすぐられると共に、征服欲が湧いてくる。今すぐに組み敷いてしまえば、どんな可愛い声で啼くだろうか。

「真斗さん……」

　緩慢な動きで近づいてくると、里桜は真斗にキスをしてきた。小鳥が啄むような可愛らしいものではなく、いきなり舌を絡めてくる。

　こんなに愛らしい顔をして、里桜は今、真斗を誘っているのだ。結婚するまで男を知らなかったとは思えないほど、彼女は性に積極的だ。

「里桜。したいのなら、俺のをその気にさせて」

　甘えたように腰を揺らして下半身を押しつけてくるのが可愛くて、真斗は悪いことを考えてしまう。

「うん。……じゃあ、口でするね」

　彼女は恥ずかしそうに言ったあと、ゆっくりと真斗の脚の間に顔をうずめた。まずは舌を伸ばして、先端を舐める。

　アイスキャンデーでも舐めるかのような可愛らしい顔をしているが、彼女が手に握っているのは真斗の屹立だ。

「里桜、もう少し下のところ……そう、そこ。ギュッと握って、筋のところ舐めてくれたら、すごく気持ちいい」

「ふ、ぅん……」

　要望を伝えると、里桜は言われたとおりにその部分を念入りに舐めた。

　気持ちよさとともに得も言われぬ快感が胸の中に広がり、真斗のものはさらに硬くなってしまった。

　この、里桜を自分だけのものにしていくという感覚がたまらない。真っ白なものが、自分色に染まっていくのだ。

　里桜はおそらく、真斗が導けばそれなりに際どいこともしてしまうだろう。今夜だって、羞恥に顔を真っ赤にしながらも、窓際で淫らに抱かれてくれた。

　それが愛おしくて、どんどん新しいことを教えたくなってしまう。

「準備はできたから、里桜が好きに動いていいよ」

「え……」

　硬さも太さも増したものを必死に口に含んで舐めていた里桜に言うと、瞬時に頬が赤く染まった。まだ初心なところがあるのも可愛い。

　だが、彼女は好奇心も旺盛だ。性欲も強いほうではあるのだろう。日頃こっそり、淫らな内容の漫画を読んでいると言っていた。

「……私が上になるのね」

　恥ずかしそうに言ってから、里桜は真斗に跨った。それから、ゆっくりと腰を振る。

「んん……」

　激しい情事の名残か、それとも口淫で感じたからか、真斗の屹立に擦りつけられる里桜の中心は濡れていた。

　たっぷり濡れてものほしそうに口を開いたそこが、柔らかく押しつけられる。それだけでも気持ちがいいのか、里桜は甘くうめいている。

　ぬるぬると蜜ですべって、すぐにでも奥深くへ呑み込まれてしまいそうだ。

「里桜……挿れるならゴムつけてから」

「やだ。──そのままがいいの」

「……っ」

　日頃の無垢な顔からは信じられないほど艶っぽい笑みを浮かべ、里桜は言った。

　その言葉と笑顔は、あまりにも下半身に響いた。

　今すぐ組み敷いて乱暴に犯してやりたいと思うほど、男の欲望を刺激する言動だ。

　だが、可愛い妻には紳士でいたい。だから真斗は何でもない顔をして自分で避妊具をつけて、もう一度彼女を誘った。

「おいで」

　促せば、彼女はそろりと腰を下ろしていき、ゆっくりと真斗のものを呑み込んでいった。

　ひと眠りする前に散々ほぐしたからだろう。里桜の中は温かくて柔らかくて、蜜に溢れている。そこがきゅうきゅうと締めつけてくるのだ。

　薄膜越しですらこの気持ちよさだ。何もつけずに入り込むことができれば、間違いなくもっと気持ちがいい。この奥へ欲望を解き放てたら、なおさらだろう。

「あっ、それ……きもちいぃっ！」

　下から乱暴に突き上げてやると、好いところに当たったのか里桜が素直な声を上げた。初めは花芽や浅い部分を刺激してやらないとだめだったが、回数を重ねるごとに感覚が花開いていき、今では奥で感じることができるようになった様子だ。

　感じると、子宮口と呼ばれる部分が降りてくる。そこを強めに突き上げると、里桜はとても喜ぶ。それが真斗も、たまらなく気持ちがいい。

「あっ、はっ……あぁんっ」

　里桜は自分の好いところを刺激したくて、自ら激しく腰を振っていた。そのたびに豊かな胸が、真斗の目の前であり得ないほど揺れる。

　清楚な見た目からは想像もできぬほど、豊かに実ったふたつの大きなふくらみ。この果実に自分以外の男がまだ指一本も触れたことがないのだと思うと、仄暗い喜びが胸を満たす。

　里桜は胸を弄られるのも好きだ。蜜壺の締めつけは激しくなってきているから、このあたりで胸を強めに吸ってやれば、達してしまうかもしれない。

「あ、んっ……んんっ！」

　上体を起こして胸の頂を音が立つほど強く吸ってやると、やはり里桜は締めつけを強めてそれに応じた。

　真斗も果てが近づいて、里桜の腰を引き寄せて下から激しく突き上げた。

「里桜……！」

「んぅ……」

　体を起こして向かい合って抱き合う格好になってからは、ひたすらにキスをした。里桜はキスが好きだし、向かい合って果てるのが一番気に入っているようだ。顔が見えるほうが安心すると、以前少し恥ずかしそうに言っていた。

　こんなにも淫らなのに、あまりにも無垢だ。そんなアンビバレントな魅力に、真斗はどんどんはまっていってしまっている。

「……真斗さん、大好き」

　果てたあと、くったりと折り重なって甘えてくる里桜に言われて、真斗は幸せすぎて胸が苦しくなった。

「俺も。愛してるよ」

　この子を手放すことは絶対にできないだろうと、そう思いながら抱きしめた。







第四章








　今年の冬に資格のひとつを受験することに決めて勉強に追われるうちに、季節は秋へと変わっていた。

「じゃあ、行ってくるから。戸締まりをきちんとして、気をつけて生活するんだよ」

「うん、真斗さんも気をつけて」

　玄関先で毎朝する、〝いってらっしゃいの儀式〟。今日はそれが念入りだ。

　ほんの二日間とはいえ、真斗が出張に出かけるのだ。だから、会えない時間のぶんをたっぷり補っておこうとでもいうように、里桜は真斗に抱きついた。

　だが、いつも口にするキスは、今日は頬で我慢しておく。

「悪化しそうなら迷わずに病院に行くこと。それと、動けないほど怠いならタクシーを呼んだり病院を探したりといった簡単なことならコンシェルジュに頼めるならね」

「大丈夫。ちょっと風邪気味なだけだよ」

　夜寝る前に仲良くして、そのまま裸で寝てしまったところ、里桜は少し風邪をひいたのだ。日中はまだ暑いからと油断していたが、確実に季節は秋へと向かっているらしい。

　本当ならば里桜も出張についていくはずだったのだが、風邪気味だからやめておくことにした。真斗が出張自体を延期しようとしたから、それはさすがに止めた。

「もっとひどい病気とか怪我とか、そういうときに心配はとっておいてください」

「そうはいってもな……連絡できるときにするから、おとなしく安静にしてるんだよ」

「うん」

　名残惜しそうにする真斗の背中を押して、出発させる。心配してくれるのはありがたいが、これで乗るべき飛行機に乗り遅れたら大変だから。

「よし！」

　真斗を見送ってから、里桜は気合いを入れるために声を出した。

　朝食後に風邪薬を飲んだことで、体は少し楽になってきている。薬が効いて誤魔化されているだけなのはわかっているが、動けるうちにやれることはやっておきたい。

　裸で眠ったことで風邪をひくという形で秋の訪れを予感した里桜は、本格的に涼しくなる前に秋冬物をクリーニングに出しておくことに決めたのだ。

　真斗ならきっと、風邪が治ってからすればいいと言うだろうが、ここ数年の急激な温度変化を考えると、早めにやっておいたほうがいい気がする。

　仕舞う前にも当然クリーニングには出しているが、お気に入りのコートなんかはシーズン前に防水や防汚の加工をしておいてもらったほうが、結果的には長く着られると前に人から教えてもらった。

　真斗は着道楽という感じではないが、仕事柄スーツは多いし、コートも何着か場面に応じて使い分けているようだ。里桜は結婚してから真斗がやたらと服を買ってくれるから、衣装持ちになった。

　というわけで、涼しくなってすぐいるようになりそうなものだけでもと思ってクローゼットを開けたものの、結構な量でためらっていた。これはもしかしたら、日を分けたほうがいいかもしれない。コンシェルジュに預けるだけとはいえ、ひと抱え以上もありそうな量の服を下まで運ぶのは大変だ。

「ん？　誰か来た？」

　ウォークインクローゼットの中であれこれ悩んでいると、インターホンが鳴らされた。

　来客の予定はないし、荷物も下で常駐のコンシェルジュが受け取ってくれるはずだ。勧誘も、コンシェルジュがいるためか、これまで一度も来たことはない。

　首を傾げながら小走りでリビングにあるドアホンのモニターを確認しに行くと、そこには見知らぬ女性がいた。しかも、エントランスからの呼び出しではなく、このドアのインターホンが鳴らされている。

　モニターの中に見えるのは、年の頃は里桜の母より少し上くらいだろうか。驚くほど目に鮮やかな色の服をまとったメイクの濃いその女性を不審に思いながらも、コンシェルジュが通したのなら大丈夫かと里桜は通話ボタンを押した。

「はい」

『ああ！　真斗くんのお嫁さん！　開けてちょうだい！　京きょう子こおばちゃんよ！』

「え……」

　ドアホン越しに会話をしてしまったことで、中にいるのを知られてしまった。すると、ドアの前の女性は、早くしろとばかりに元気にドアをノックし始めた。

　このままでは近所迷惑になってしまうという思いと、本当に開けてしまっていいのかという思いがせめぎ合った。だが、彼女の口ぶりからどうやら、真斗の身内であることがうかがえた。だから無下にもできないため、ドアを開けるという選択肢しかなかった。

「あの、いらっしゃいませ……？」

「遅いじゃない！　あまりお客様をお待たせしちゃいけませんよ」

「は、はい……」

「これ、お土産ね。そのお菓子にはアールグレイが合うわよ。私はミルクをたっぷり入れてちょうだい」

　京子と名乗ったその女性は、里桜が扉を開けるや否や体をねじ込むように玄関に入ると、手土産の紙袋を押しつけ、靴を脱ぐとズカズカと家の中に上がり込んできた。

　目の前で起きる嵐のような出来事に呆然としていると、京子は勝手に次々と部屋のドアを開けて回っていた。

「ちょっと！　応接室はどこ？　お客様をお通しする部屋よ！」

「えっと、リビングへどうぞ」

　これ以上勝手に歩き回られたくないという気持ちから、里桜は京子にリビングのソファを勧めた。来客を想定していなかったためスリッパを出してないことに気がつき、慌てて持ってくる。

　それを観察するように、京子はじっと見ていた。

「野宮家に嫁いでくるってことはそれなりのお嬢様育ちなんだろうけど、ぼーっとした子だね。お客様が来たらすぐにスリッパの用意をするのは常識なの。わかる？」

「……はい」

「できないことは仕方がないわ。でもそれなら、使用人を置けば済むことじゃない。お茶を持ってきて」

「はい」

　早くも胃が痛くなりながら、里桜はキッチンへ向かった。先ほどの口ぶりだと、この手土産をお茶請けとして出せということなのだろう。

　このマンションはそもそも、来客があることを想定していない。来るとしても、本当にごく親しい人に限られている。

　なぜなら、きちんと人をもてなすならここよりも野宮家の本家のほうが広くて立派な上、人手が足りて行き届いたおもてなしができるから。

　大事な客ならそちらへ呼ぶべきだ。そして、本家に招かれない程度の人物なら、真斗の城たるこのプライベートな場所へ訪れることはそもそも想定されていない。

　ちゃんとした茶器を使わなければきっとそれをまた指摘されるだろうと、義母にもらったものの割るのが怖くて大事にしまっていたカップとソーサーのセットを取り出した。

　そして指定された通りアールグレイを淹れ、ミルクピッチャーに牛乳を入れてトレイで運んだ。

「時間はかかったけど、紅茶はちゃんと淹れられるようね。お嬢様育ちといっても、そのあたりは教育されているようでよかったわ」

「はぁ……」

　京子は自分が手土産にと持ってきた小さな焼き菓子を食べながら、いかに何もできない金持ちの子女が多いかを語った。

　そういった立場の人はそれこそ使用人がいるのだから、何もできなくても問題ないのではと、内心思いながら里桜は苦笑する。里桜がある程度できるのは、庶民の出だからに他ならない。

　だが、そんなことを言ってもこの手のタイプは納得しないどころか怒り出すだろうから、黙って曖昧に相槌を打ち続けた。

「カップの趣味がいいと思ったら、これは姉さんの趣味ね。紅茶も、姉さんに勧められたもの？」

「あ、はい」

　〝姉さん〟という言葉にドキリとして、里桜がようやくこの京子という人物が誰なのか理解した。

　京子というこの人こそが、義母の妹──つまりは真斗の叔母であり、〝付き合い方に気をつけて〟だとか〝癖が強い〟と注意を受けていた人物のようだ。

　これは真斗も言葉を選ぶはずだと、納得したところで里桜は覚悟を決めた。今更追い返すわけにもいかないのだ。うまくやり過ごすしかない。

　海外住みだから会う機会はないはずだと、真斗が言っていた。ということは、ずっといるわけでもないし、頻繁に会うこともないだろう。

　京子はあけすけな物言いをするし、人に対する悪意を隠さない人だ。会話の大部分を悪口や批判が占めている人物との会話というのは疲れるが、話題をうまくそらせばある程度は何とかなる。

　里桜は手始めに手土産を褒め、着ているもののセンスを褒め、それから海外生活について水を向けてみた。学生時代の接客のアルバイトや、会社に勤めていたときの営業で培った話術を動員して、悪口以外に京子が話して楽しそうにすることへ話題をずらしていく。

　すると、京子は海外で暮らしていることや語学に長けていることにはどうやら自信があるらしく、饒舌だった。今後国内から出ないつもりでも嗜みとして語学は必要だと、里桜に対して力説する。

　悪口でなければ彼女の話は興味深く、ためになると思えるものだった。だから里桜も気持ちよく相槌を打つことができ、進んで質問もした。

　そうしているうちに、京子の言葉や表情から少しずつ険しさがなくなっていき、里桜もほっとする。ずっとやって来たときと同じ調子でまくしたてられたら、きっと参ってしまっただろう。

「結婚式に出られなかったから、帰国したついでに寄ってみたのよ。真斗くんのお嫁さんがこんなにいい子だってわかったから、寄ってみてよかった」

　機嫌よく話し倒して気が済んだのか、京子は帰る素振りを見せる。このまま滞在するのなら昼食をどうしようかと考えていたため、里桜はこっそりほっとした。

　真斗が〝癖が強い人〟という何とも曖昧な表現をしたように、里桜もこの短時間では嫌な人とも嫌いだとも断じることができなかった。だが、長居をしてほしい相手ではないのも確かだった。

「今日は大したお構いもできなくて、すみませんでした。次にいらっしゃるときは、ぜひもっとおもてなしさせてください」

　次回は事前連絡がほしいと言外に匂わせて、里桜は玄関まで京子を送った。すると彼女は機嫌よく笑う。

「いいのよ。思いつきで寄っただけだから気にしないで。次もまたポンと来るけど、気軽に迎えてくれたらいいから」

「……わかりました」

　急襲に備えなければいけないのかと胃が痛くなりながらも、里桜は笑顔で応じた。これは義母に連絡をして、対策を教えてもらわねばならないだろう。ここの住所を誰が洩らしたのかも確認しなければならないし。

「あー、これからが楽しみだわ。真斗くんとあなたの子供だったら、絶対に可愛いだろうし。私は自分の子供がいないから、真斗くんの子供は孫みたいで楽しみなのよ」

　無邪気な様子で言われ、言葉に詰まった。これが噂の……と、里桜は苦笑いで応じた。意地悪で言っているのではないようだが、実際に言われるとなかなか〝くる〟ものがあるなと、胃痛に加えて目眩もしてくる。

　結婚して一年足らずでもこの手のことを言われるものなのかと、洗礼を受けた気分になった。

　真斗にはまだ子作りの意思はないようで、これまでずっと避妊具なしの行為はない。里桜もそれでいいと思っている。きっと、新婚のうちは夫婦水入らずで過ごしたいと考えてくれているのだろう。

「子供は、授かりものですから……」

　こういう場面で便利に使える言葉があったなと、里桜は努めて笑顔で口にした。授かるときは授かるから放っておいてという意味で言ったのだが、京子はどうやら別の意味で取ったらしい。

「大丈夫よ！　あなたはまだ若いんだから。やることやってたら、できるわよ。それに真斗くんに何の問題もないのはわかってるからね」

「え？」

　どういう意味だろうと思ったときには、京子は靴を履き終えて玄関から出ようとしていた。さすがにこれは聞き返さなければと、里桜は焦る。

「それって、どういう意味ですか……？」

「真斗くんの子供作る能力は心配しなくていいってこと。そっち方面も優秀みたいよ」

　京子はニコニコ笑って、心配ないとでも励ますように肩を叩いて出ていった。来たときも慌ただしかったが、帰るときもそうだった。

　取り残された里桜は、疲れたのと驚いたのとで、しばらく呆然としていた。

「……あれって、どういう意味？」

　やはり理解できなくて、里桜はつい口に出してしまっていた。頭の中にあるのは、京子が残していった言葉だけだ。

　真斗の、子供を作る能力に問題ないとは、一体どういう意味なのだろうか。……意味はわかるが、それを京子がどのように知り得たのかが気になってしまう。

　野宮家のような家柄なら、跡継ぎを作る能力に問題がないのか調べることもあるかもしれない。だがそれなら、里桜も嫁入り前に調べられていたはずだ。

　だが、一切そういったことはなかったし、聞かれてもいない。それに、一族経営が続いてきただけで、血統主義ではないことも顔合わせのときに匂わせられた。

　そのあたりのことから考えると、検査によって子供を作る能力について知ったというのは考えにくい。何より、そんなデリケートな話題に関して真斗や周囲が京子に話すのは、あまり現実味のない話だ。

　どうにも引っかかってしまって落ち着かない気持ちになったが、何となく頭が考えることを拒否した。気持ちを落ち着けようとリビングに戻ると、スマホに通知が来ているのが見えた。

　確認すると、義母からメッセージが来ていた。京子の来訪を知らせるもので、野宮家の使用人が誤ってここの住所を教えてしまったとのことだった。

　それに対する詫びと、里桜の安否を確認するメッセージが来ていたため、『疲れましたが、大丈夫です』と返しておく。

　先ほど京子が言っていたことを確認しようかと思ったが、やめておいた。メッセージで聞くような内容ではないし、真斗より先に義母に聞くのは違う気がしたから。

　疲れ果て、風邪薬で怠い体を動かして、何とか茶器を片づけた。その後、ウォークインクローゼットへ行き、クリーニングに出そうと思っていたものをすべてしまった。とてもではないが、コンシェルジュのところまでとはいえ、家から出られそうにない。

　寝室に向かうと、楽な格好に着替えてベッドに潜り込んだ。疲れを癒やしたいし、何よりもう考えたくなかった。

　だが、眠れば思考がストップすると考えたのは間違いだった。

　目を閉じるとすぐに眠気がやってきたものの、意識を失うには至らない。ずっと半分起きているような、気持ちが悪い感覚があった。

　その半覚醒の状態で、耳が、脳が、先ほどの出来事を再生する。京子の話し声や表情を、ひたすらになぞり続ける。

　仕事でものすごく疲れたときに、今と同じように記憶が再生されることがよくあった。おそらく、脳で情報の整理整頓を行っているのだろう。

　理屈は何となく理解できても、ストレスを感じた出来事を再生されると、眠った心地がしなかった。今がまさにそうだ。

　質が悪いのが、実際にあった出来事を再生するだけでなく、作り出したものまで見せてくることだ。実際には見ていないもの、聞いていないものを見聞きするのは、夢を見ているのと同じようなものなのだろう。だが、現実の振り返りの延長で見せられると、まるで本当のことのように感じてしまう。

『大丈夫よ。真斗くん、子供作るの上手だから、すぐできるわよ』

　夢の中、京子が楽しげに言った声を聞いた。その途端、スイッチが入るかのように唐突に目が覚めてしまった。

「……そっか」

　目覚めついでに、とんでもないことが頭に思い浮かぶ。

　真斗の生殖機能になんの問題もないと京子が言っている根拠についてだ。

　それに思い至ると同時に、血の気が引いた。だが、この思いつきが真実ならば、これまでずっと気になっていたことのいくつかが納得できてしまった。

「……あんなに素敵な人が、三十歳まで何もなく独身だったわけ、ないもんね」

　腑に落ちると同時に、ものすごく辛くなってしまった。
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　出張先で取引相手と打ち合わせと会食をし、ホテルに帰る頃にはすっかり夜遅くなっていた。

　里桜はきちんと食事を取れただろうかと、残してきた彼女のことが気になる。

　野宮家の者を遣って様子を見に行かせようかとスマホを見ると、珍しく母からメッセージが来ていた。その内容を確認して、軽く目眩を覚える。

「あの叔母め……里桜は大丈夫かな」

　母からの、京子叔母襲来の知らせに舌打ちをしながら、すぐに里桜に電話をかけた。声を聞くだけではだめだ。顔を見なくてはと、ビデオ通話にする。

　気分が悪ければもしかしたらもう寝ている時間かもしれないと思ったが、少し待つと彼女は出てくれた。

　眠そうなのか疲れているのか、画面に映った顔からはすぐには判断できなかったが。

『お疲れ様、真斗さん』

「ああ、お疲れ。体調はどう？」

　ごく普通の会話なのに、里桜の表情が曇った。これはまずいなと、真斗は悟る。

『……午後からはゆっくりしてたから、大丈夫だよ。熱も高くないし』

「そっか。……母さんから連絡があったんだけど、京子叔母さんが来てたんだろ？　その……大丈夫だった？」

　どう切り出すべきかと考えて、嫌な聞き方になってしまった。大丈夫かと聞けば、里桜が大丈夫だと答えてしまうのはわかっていることなのに。

　だが、それすら甘い考えだと思い知らされる。

『大丈夫かと聞かれると、正直言って大丈夫ではないかな。突然の来客というだけでもこちらは気を使うのに、ああいった人だったし、私は風邪をひいていたし。風邪だからと理由を伝えてお帰りいただこうにも、気がついたら家に上がられてしまったから』

　言葉を選んで伝えてくれているのだろうが、それでも十分、彼女の感情が伝わってくる。

「そうだよな……ごめん」

『今後同じようなことがないように対策を取りたいから、今度お義母様たちも交えて一度ご相談したいかな』

「……わかった」

　とても穏やかな口調ではあるが、里桜がひどく怒っているのがわかった。思えば、不機嫌な彼女を見るのは初めてかもしれない。

　京子叔母は、母の妹とはいえあまりにも自分たちとは異なるタイプの人間ゆえ、嫌いだとか苦手だとかを通り越して相手にしたくないと思っていた。できることなら思い出したくないし、話題にもしたくない。だから、自分の人生から除外したつもりでいた。

　だが、そのせいで使用人たちへの周知を怠ったため、住所が漏れて来訪を許してしまった。これは、完全に真斗の落ち度だと言える。

　よりにもよって体調を崩している里桜がひとりでいるときに押しかけられるだなんて、運が悪かった。とはいえ、防ごうと思えば防げたことがこうして起きてしまい、ひたすらに申し訳ない。

「デリカシーがない人だから、いろいろ嫌なことを言われたんじゃないか？　ごめんな」

　真斗が本当にすまないと思って謝ると、里桜が一瞬口を開きかけた。だが、迷ってから口を噤み、しばらく考え込んだ。

　その態度を見れば、何かを言われたのは明白だ。だがきっと、その何かを打ち明けたくはないのだろう。

　里桜は、そういう子だ。前も職場で嫌なことがあったとき、その具体的な内容は話したがらなかった。

　結局、あとになってそれは野宮家に嫁いだことで会社の上層部から擦り寄られて居心地が悪くなったのだとわかったが、その話も真斗が調べたからわかったのだ。

（話したがらないって……俺に関することだからか？）

　そう考えても、一体何を話されたかまではわからない。京子叔母は思い込みが強いし、勘違いも激しい。だから、事実ではないことを話されている可能性もある。

　里桜が唇をキュッと引き結んでいるのを見ると、よほど話したくないことなのだろう。

「今日は疲れさせてしまったな。ゆっくり休んで」

　いろいろ聞き出したいのをぐっと堪えて言えば、里桜が意を決したように口を開いた。

『……帰ってきたら、聞きたいことがあります』

　その顔は、怒ってはいない。だが、何かをぐっと我慢しているのは感じ取れた。それが悲しみなのか怒りなのかまでは、スマホの画面越しでは探ることはできなかったが。

「わかった。また帰るときに連絡するよ。おやすみ」

『おやすみなさい』

　通話が切れて、真っ黒になった画面に映った自分の顔を見て、真斗は苦笑した。眉根を寄せて、不安そうな表情をしている。

　妻を怒らせたかもしれないこと、彼女が何かを抱えていることに、ひどく怯えているのだ。

　これほどまでに機嫌を損ねたくないと思う相手は、世界中探しても里桜の他にいないだろう。そのくらい、彼女が大切なのだ。

　だからこそ、ひどく気になる。

　〝話したいこと〟ではなく〝聞きたいこと〟があると彼女は言った。それが、とても心に引っかかっていた。

「こんなことなら、出張を延期すればよかったな……」

　今更後悔したところで、どうにもなりはしない。だから速やかに仕事を終えてなるべく早く帰るしかないと、真斗は自分に言い聞かせた。
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　一晩眠って、里桜は体力が回復したことで気持ちの落ち着きも取り戻していた。

　そして落ち着いたことで、猛烈な後悔に襲われていた。

「……昨日の私、めちゃくちゃ感じ悪かったかも」

　昨夜の真斗とのビデオ通話を思い出し、頭を抱える。努めて冷静でいようとした結果、取り繕えずに感じが悪くなっていたのではないかと、それがひどく気になり出したのだ。

　とはいえ、本当は内心穏やかではなく、取り乱さずいられただけでもよかったとは言える。

　昨日、京子が帰ってからいろいろと悩み、真斗にはすでに子供がいるのではないかと里桜は推測した。それならば京子が言っていた、真斗に子供を作る能力があるということに説明がつく。

　検査をした事実やその結果を知っていることより、こちらのほうが自然だと思えた。

「真斗さんに子供かぁ……」

　口に出してみると、胸がチクリと痛んだ。同時に、納得もしていた。

　あんなに素敵な人が三十歳まで独身だったなんて、正直言って不思議でたまらなかったのだ。だが、過去にお付き合いしていた女性がいて、その人との間に子供がいるとなれば、いろいろしっくり来る。

　何らかの事情があって、その女性とは一緒になれなかったのだろう。家格が釣り合わないとか、おそらくそんな理由で。

　里桜は自分が大層な家の出身とは思っていないが、古くから続く家という意味では、由緒正しい家柄だとは思っている。

　むしろ、中園家の人間でなかったら真斗と結婚できていたとは思えない。

　だからこそ、彼には結ばれなかった恋人がいるという想像が容易にできてしまったのだ。

　しかるべきタイミングが来れば、彼は子供を迎えに行くつもりなのかもしれない。それならば、里桜と子作りしなかったのも頷ける。

　すでに実子がいるなら、無理に子供を作る必要はない。むしろ、余計な火種になるかもしれないから、今後も作る気はないのかもしれない。

　そんなことまで考えて、里桜は悲しくなった。

　だが、昨日からつらつらと考えて気がついたのだが、里桜が最も悲しかったのはそのことではない。

　彼の事情を何ひとつ打ち明けてもらえていなかったことだ。

　過去の女性との関係を伏せたがるのはわかる。それに、そのことはあまり重要ではない。

　だが、子供の存在となれば別だ。

　里桜には聞く権利があるはずだ。何より、そんな大事なことを聞かせてもらえないほど信用されていないというのが、納得がいかないし苦しい。

　妻なのに、愛していると言ってくれているのに、秘密を打ち明けるのに相応しい相手だと思われていないのは悲しい。

　だから、帰ってきたら彼に直接尋ねるのだ。子供がいるのですか、どうして教えてくれなかったのですか、と。

　本当はビデオ通話のときに尋ねてもよかったのだが、こういった話はきちんと面と向かったほうがいいと考えた。昨夜は聞きたい気持ちをぐっと堪えるために、ひどく感じ悪くしてしまったが。

　真斗が帰ってくるまでにもっと冷静になって、詰問口調にならない聞き方をいろいろ考えなければならない。

　彼にだって、里桜には話せない……あるいは話したくない事情があったのだろう。

　それなら、その事情を責める口調にだけはならないようにと、しっかりと肝に銘じる。

　のっそりとベッドから起き出して、それからスープだけで朝食を済ませた。着替えとメイクも終えると、ウォークインクローゼットへ行って昨日途中になっていた作業を再開する。

　体調がよくなったのなら資格の勉強をしたいところだが、どうせ今日は集中できないだろう。だから、頭を使わなくてもできる単純作業をするしかない。

　寒くなってから着るものもそうだが、晩夏や秋に着たものもクリーニングに出さなければいけない。よく考えれば、これらのほうが優先度は高いだろう。気づかずに汚れていたものを長く放置すると、時間が経ってからシミとして浮き出てきてしまうのだという。

（見えないシミがあるのなら、出てくる前に消しておかないとね……）

　そう考えてから、まるで今の気持ちのようだと思う。これは早めに尋ねてはっきりさせておかなければ、あとあとまでシミのように心に残ってしまうに違いない。

　里桜は努めて無心になって、クローゼットから夏物のドレスやワンピースを取り出した。そのどれも、真斗との思い出が詰まっているため、度々手が止まりそうになる。

　彼がこれまで打ち明けてくれなかったことについて尋ねるのだ。事と次第によっては、もしかしたら険悪になってしまうかもしれない。

　それは嫌だなと思うと、尋ねようという覚悟が揺らぎそうになる。

　作業の手を止めてしばらく呆然としていると、玄関のドアが開く音がした。そのあとに、慌ただしく歩く音がする。

　真斗が帰ってきたのだろうかと考えていると、その足音は忙しなく家の中を歩き回り始めた。そのうちに、里桜を呼ぶ声までする。

「ここよ」

　見つけられないのだろうと思い、ウォークインクローゼットから答えてみた。すると、それを聞きつけてほとんど駆け足でやってくる気配がした。

「里桜！」

「真斗さん、おかえ……」

「行かないでくれ！」

　笑顔で出迎えようとした矢先、里桜の姿を目にした真斗が抱きついてきた。その腕の力は強く、突然のことで苦しくなる。

「ま、真斗さん、落ち着いて。どこにも行かないから」

「嘘だ！　出ていく用意をしてたんだろ？」

「違う……これ、クリーニングに出そうと思って」

「……え？」

　ギブアップの意味で背中をタップしながら言うと、彼は驚いたように腕の拘束を解いた。そして、並べられた服のラインナップを見て、ようやく事態を飲み込んだらしい。

「てっきり、俺に怒って出ていってしまうのかと……」

「どうしてそう思ったの？」

「昨日の電話のとき、怒ってるんだろうなと思って」

　憔悴しきった様子で言われて、里桜は反省した。昨日の自分の様子が、真斗の目には怒ったように見えていたのかと。里桜としては、せいぜい感じが悪かっただろうかくらいにしか思っていなかったのだが。

「ごめんなさい。昨日は疲れちゃったのと体調悪かったのとで……それと、気になりすぎて仕方がないことがあって、落ち着かなくて」

　言いながら、この流れであの問いを投げかけていいのだろうかと躊躇われた。真斗を見ると、一体何を聞かれるのかわかっていない顔をしている。

「そう、そのことも気になってたんだ。何を聞かれるのかなって。たぶん、怒らせてしまった内容に関係するんだろうって思ってたんだけど」

「怒ってはないの。全然、怒っては……ただ、確認しなくちゃいけないことがあって、そのことの重大さに私も圧されてしまって」

　里桜の言葉を待って、真斗は緊張している様子だ。里桜も、どんなふうに尋ねればいいかわからず緊張する。

　だが、聞かなければならない内容は変わらないのだ。それならば、あまり回りくどいのもよくないだろう。

「昨日、お義母様の妹さん……京子さんが来たときに言ってたんだけど……真斗さん、子供がいるんですか？」

　思いきって聞いてみると、真斗は絶句した。目を見開き、ひどく驚いた顔をしたが、それはやがて怒りの表情になる。

「……まだそんな勘違いしてたのか！　何回訂正すれば理解するんだ!?」

　忌々しげに吐き出された言葉は、どうやら里桜に向けられたものではない。つまり、京子に対してだろう。

「勘違いってことは、いないの……？」

「いない！　いるわけがない！　もしいたとして、それを里桜に説明しないまま求婚するような不誠実な男だと思われたくない！」

　必死に訴えてくる様子を見れば、嘘ではないのだろう。それを聞いて、里桜はほっとした。彼に隠し事をされていたとしたら、それはあまりに寂しくて悲しいと思っていたから。

「こんなことなら、あの叔母がおかしなことを吹き込む前に説明しとくんだったな。……俺は以前、信じていた女性に裏切られて、ひどい目に遭ってるんだ」

　怒りを堪えるように何度も深呼吸をしてから、真斗は苦い表情で口を開いた。

「簡単に言うと、知人の紹介で知り合った女性と付き合って、こちらは真剣交際のつもりだったけど向こうには本命がいて、それを隠して『妊娠した』って言われたんだ。でも、何かおかしいと思って調べてみたら、その女性は知人と付き合っていたってわけ」

　思い出すのも嫌だという様子で、真斗は一気に話した。そのぶん簡潔でわかりやすくはあったが、直球すぎて里桜は受け止めるのがやっとだった。

「そうだったんですね。京子さんに子供のことを急かされて、『真斗くんは子供を作る能力に問題ない』って言われたので、てっきり……」

「あの叔母は間違った形でこの話を耳にして、俺に子供がいると思ってるんだ。何度訂正しても情報がアップデートされない。その上それを里桜に吹き込むなんて……」

　真斗は苛立ったように、自身の髪をかき乱した。らしくない彼の姿に、それほど余裕がないのだと里桜は理解した。

「もう違うってわかったから大丈夫。……隠し事されてるのかと思って悲しかったけど、信じきれなくてごめんなさい」

「俺こそごめんな。それから、ひとりで抱えずに、きちんと聞いてくれてありがとう。これからは、どんな些細なことでもきちんと話すよ。俺も、里桜のことをこれからはもっと信じるから」

　彼がほっとしたように微笑むのを見て、里桜も笑い返した。

「うん」

　申し訳ないと思って抱きつくと、真斗は抱きしめ返してくれた。それに安堵すると同時に、彼が今ここにいていいのかということに思い至る。

「真斗さん、出張は？」

「切り上げてきたよ。『妻が体調を崩してしまった』って言ったら、相手も急いで帰ってやれって。でも、必要な打ち合わせは朝イチで終わらせてきたから」

「……そっか」

　無茶をさせてしまったことを申し訳なく思いつつも、少し嬉しかった。里桜のために無茶をしてくれる人なのだ。そんな人の愛情を疑ってはならないと、噛みしめるようにして思う。

「帰ってきてよかったよ。里桜、全然休養してないし」

　少し体を離して、真斗が里桜の額に手を当てた。そうされると、彼の手の冷たさを心地よく感じる。

「……もしかして、熱があるのかな」

「もしかしなくても、あるな。自覚なかった？」

　尋ねられ、里桜は頷いた。自覚がなかったどころか、むしろ昨日より元気でいたつもりだった。

　しかし、どうやらそれは気のせいのようで、呆れた顔をした真斗に抱きかかえられた。そして、寝室へと運ばれる。

「何か消化にいいものを作ってあげるから、今は少しおやすみ」

「……おやすみなさい」

　優しく微笑まれたら、ほっとした。そうして気が緩むと、自分の熱っぽさと怠さを自覚した。

（ちゃんと話して気持ちに折り合いがついたら、たくさん甘えたかったのにな……）

　そんなことを考えていたら、里桜は少しずつ眠くなっていった。そして、彼に髪を撫でられる心地いい感触を感じながら眠りについたのだった。







第五章








　誤解が解け、無事に和解できてから二人が夜にゆっくりと過ごせる時間が取れたのはそれから一週間ほど経ってからだった。

　真斗は仕事に追われ、里桜は体調を万全にしなければならなかったから。

　一緒のベッドで眠りはするが、何となく深く触れ合うまでには至らなかった。少ない時間や体力で満足できる自信が、お互いになかったのだ。

　だから、金曜の夜になると、夕食のときから里桜も真斗も何となくそわそわしていた。これが二人にとって大事な夜になると、どこかでわかっていたからだろう。

　夕食後、お互いに入浴を済ませると、お揃いのモコモコなナイトウェアを着てどちらが誘うでもなく寝室に向かった。

　見つめ合い、キスをする流れになったときに、里桜はずっと言いたかったことを伝えるために口を開いた。

「あの、真斗さん……」

　名前を呼べば、優しく見つめ返してくれる。だから、ひどく勇気がいることだが、伝えてみようと意を決する。

「私……真斗さんの子供がほしいです」

「里桜……」

　目を見て言うと、恥ずかしくて顔が熱くなった。こんなことを妻の立場から言うのは、もしかしたらはしたないと思われてしまったかもしれない。そんなふうに考えると、恥ずかしさだけでなく不安も感じる。

　だが、真斗は一瞬驚いた顔をしたものの、すぐに嬉しそうに微笑んだ。

「それは、俺も同じ気持ちだよ。でも、子供をお腹で育むのも、産むのも、里桜の体に多大な負担をかけることだ。だから、俺から軽々しく提案することなんかできないなって思ってたんだ」

　真斗は喜びを表すように、里桜の体をギュッと抱きしめる。だが、その腕にはまだ躊躇いがあるように感じられた。

「それに、子供を生むことで里桜の夢を邪魔することにならないか、それが心配だった。生まれたらもちろん全力で一緒に子育てするけど、それでもどうしたって里桜に負担をかける」

「負担だなんて……私は、愛する真斗さんとの子供がほしいの。あなたと一緒に大切に子供を育てていくことも、私の夢なの。もちろん、いないならいないでも二人で幸せに暮らしていくけど、子供がいる幸せを望めるならそうしたい。子供と真斗さんと仲良く暮らしていくのも、目標を達成していくのも、私の夢になったの」

　あくまで里桜を大事にしてくれている真斗に、しっかりと自分の想いを伝えた。

　できるかどうかはわからない。だが、望むか望まないかなら、里桜は彼との子供を望むのだ。里桜の夢は、ひとりで叶えるものではなく、家族と叶えたいものに変わっていった。

　それが伝わったのか、抱きしめる真斗の腕に迷いがなくなった。確かめ合うように目を合わせ、キスをする。

「……どうしよう。こんなに可愛いと、ますます我慢できなくなりそうだ」

　ひとしきり長く口づけてから、真斗が溜め息をこぼすようにいった。唾液を絡ませるような荒々しい口づけをされて、彼が本当に我慢できなくなっているのがわかる。

　だが、それは里桜も同じだ。これまで何度も想像した、何にも阻まれずに愛する人とひとつになるという行為。それが今から叶うのだと思うと、高ぶるのを堪えることができなかった。

　待ちきれず、里桜は自ら着ているものを脱ぎ去って、今日のために用意していた大人っぽい黒の下着姿になった。そして、真斗の手を掴んで自分の中心へと導く。

「真斗さん……触って」

「……すごい。もうこんなに濡れて」

「んっ……」

　下着の横から指を入れて秘裂に這わせると、そこはもう蜜が滴るほど濡れていた。少し滑らせるだけで、指は沈みこんでいく。

「あっ……んく……んんっ……」

　指で秘処をかき回しながら、こぼれる吐息や甘い声すら呑み込むように、真斗は執拗に口づけを繰り返す。まるで、どこもかしこも繋がり合おうとでもいうように。

　一方、もう片方の手は下着をずり上げ、あらわになった真っ白な乳房を揉みしだいている。やわやわと感触を楽しむようにしていたかと思うと、時折色づいた頂を気まぐれに指で弾いたりするものだから、そのたびに里桜は小さく飛び跳ねながら悲鳴のような声を上げた。

「真斗さん、ねぇ……」

　焦がれるような気持ちで一週間過ごしたのだ。もう、これ以上は待てないと、里桜はねだるように彼のものへと手を伸ばす。

　ナイトウェアの布地を押し上げるほど、彼自身は期待に膨らんでいる。早く直接触れたくて、里桜は彼の着ているものを脱がせにかかった。

「待って里桜。そんなことしなくても、俺は逃げないから」

　クスクス笑いながら里桜をたしなめて、真斗は自分で着ているものを脱いだ。それから「おいで」と両腕を広げる。

　一糸纏わぬ彼の姿を前にして、里桜の我慢は限界を超えた。自身も下着を脱ぎ捨てると、彼の胸に飛び込む。

　裸の肌が触れ合って、それだけで気持ちがいい。

　触れ合えることが嬉しくて、里桜は真斗の胸に頬ずりする。すると彼は、里桜の髪を撫で、肩や背中を撫で、それから尻の丸みを撫でた。

「里桜はどこもかしこも可愛くて……ずっと触ってたくなるな」

「んん……」

　真斗は指先にギュッと力を入れて捏ねたり、そっと優しく割れ目をなぞったり、緩急をつけて尻を愛撫する。

「……お尻ばっかりじゃ、嫌だよ」

　彼に気に入ってもらえているのは嬉しいし、そうして触れられるのは気持ちがいい。キュンキュンと蜜壺も反応している。

　だが、もっと触れてほしい場所がある。だから彼の手を取って、そこへと導いた。

「……ここも、好きでしょ？」

　そう言って里桜が真斗に触れさせたのは、胸だ。ふかふかで真っ白なふくらみの片方に、指が沈み込んでいく。

「真斗さんのお口でここ、気持ちよくしてほしいな。私も真斗さんを気持ちよくするから」

「わかった……ずるいな」

　里桜が屹立をそっと握ると、彼は甘い溜め息を漏らす。それから、ねだられるまま、胸の頂で色づく蕾を口に含む。

「あぁっ……」

　舐めて、吸って、舌先で転がされて、里桜は鼻から息を漏らす。だが、手は休めずに彼のものを優しく握り、弄り続ける。

　胸への愛撫に感じるのに応じて、彼のものを撫でる動きにも熱が入る。彼の高ぶりに触れているのだと思うと、愛しくてもっともっと気持ちよくしてあげたくなる。

　彼もそうなのか、いつもにも増して熱心に胸を可愛がった。

　そんなふうに弄り合って、絡み合って、やがてとろけるようにひとつになった。

「真斗さん……」

「里桜……ああ、とけてしまいそうだ……」

　蜜でたっぷりと濡れた里桜の中は、真斗のものを食い締める。そして、奥へ奥へと誘う。

　その誘いに従うように、彼は腰を動かし始めた。

　彼が腰を大きく引くとき嵩高い部分が里桜の弱い部分を擦り、深々と貫くと奥の敏感な部分を抉った。

　日頃から、それらの動きが里桜は気持ちがよくてたまらなかった。だが、今日のは日頃のものとは比べものにならない。熱さを、形を、そのまま感じられる気がする。何より隔てるものがないというのは、精神的な部分だけでなく肉体的にもこんなに気持ちがいいものなのかと、感激するように思っていた。

「あっ……まさとさん……きもちぃ……んぅっ、あぁっ……！」

「俺もだよ……里桜の中、柔らかいのに、すごい締めつけだ……っ」

　腰を激しく揺らしながら、真斗の声には焦りが滲み始めた。まだ挿れてさほど時間は経っていないというのに、果てが近づいてきているのだろう。

　まだ里桜が達していないのを気にしてか、彼は眉根を寄せて苦悶にも似た表情を浮かべながら必死に堪えているようだった。それが嬉しくて愛しくて、里桜は優しい気持ちになった。

「真斗さん……来て？」

　里桜が誘うと、彼のものが内側でビクンと跳ねた。だが、彼はまだ耐えようとしている。

　早くほしくて、里桜は彼の腰に脚を回し、意識して蜜壺を締めた。そして、とどめのように耳元で囁く。

「真斗さん、奥にいっぱい出して」

「……くっ」

　それにはたまりかねたように、真斗は最奥を激しく貫いたあと、そこで果てた。

「あぁっ……」

　敏感な場所で、彼のものが何度も激しく脈打った。ドクッと震えるたび、奥に彼のものが注がれているのだと思って、里桜も気持ちよくなって達した。

　残り一滴まで搾り取るかのように、蜜壺は蠕動を繰り返す。満たされていくその感覚に、里桜は幸せな溜め息を吐いた。

「……真斗さん、大好き」

「里桜……うん、俺も好きだよ。俺ばっかり気持ちよくなってごめん」

　汗でぺったりと貼りついた前髪を払ってやってから、真斗は里桜の額に口づけた。それが嬉しくて、里桜は彼にしがみついた。

「ううん。私もすっごく気持ちよかった。……生身で触れ合うのって、こんなにも気持ちいいんだね」

「うん……俺、二度と我慢なんかできないかも」

　ゆっくりと彼のものが里桜の中から出ていくと、ドロリと液体が流れ出す感触がした。それは、里桜の愛液と彼が注いでくれたものが混じり合ったもの。

「すごい……いっぱい出たんだ」

　里桜はそれを指先ですくって、照れたように笑った。秘裂は、真斗のものの形に広がって口を開いている。そこから白濁が流れ出す様子はあまりに淫靡で、吸い寄せられるように見つめていた真斗のものが、またすぐ力を取り戻すのがわかった。

「真斗さんの、またおっきくなってきてる」

　里桜は体を起こすと、愛おしそうに真斗のものに触れた。手のひらで撫で、小さく口づける。それだけで、彼のものは屹立した。

　だが、それでは足りないとでもいうように、里桜は硬さを増した肉竿を握りしめ、先端をペロリと舐めた。

　すると、真斗の口から声にならない吐息が漏れた。

　その声をもっと聞きたくて、彼のものを口の中に迎え入れる。丁寧に優しく敏感な部分を舌で撫でていくと、硬さも太さも増していき、咥えているのが大変になった。

「里桜……もうほしくなったの？」

　いたずらを咎めるように笑ってから、彼は里桜の髪を撫でた。髪に触れられるのすら気持ちがよくて、里桜はその手に擦り寄る。

「うん。真斗さんと、たくさん気持ちよくなりたいの」

「里桜は、本当に甘えん坊だな」

　この世で一番愛しいものを見る目で見つめられ、胸がキュンとなった。それと同時に、彼のことを慈しみたい気分にもなる。

「……真斗さんも、私にたくさん甘えていいよ」

　胸元にギュッと彼の頭を抱き寄せて言う。彼は一瞬驚いたようだったが、すぐに目の前の柔らかな肌に頬ずりした。

「いつだってお前のことを守ってやりたいと思うのに、気がつけば守られてばかりいるな」

　感慨にふけるように言いながらも、彼の指先は桜色の蕾を弄っていた。

　守るという言葉の意味はわからないが、彼を癒せる存在でありたいと里桜は思う。だから、こうして肌を重ねて、お互いの気持ちいい部分に触れ合って、ひとつに溶けあうことが好きなのだと思う。

　好きな人と体を重ねて繋がることが幸せで気持ちがいいのは、漫画で読んで知っていた。

　だが、知識としてあるのと実際に体験するのは違う。

「真斗さん……私のこと、絶対に離さないでね」

　彼と出会っていなかったらと考えると、里桜は何だか恐ろしくなった。

　本来の予定通りマッチングアプリで人と出会ったとしても、深く付き合う気も、ましてや結婚する気なんて全くなかった。

　まるで経験値を積むように、次々にいろんな人と出会ったその果てに、いつか運命の人と出会えればいいくらいに考えていたのだ。そんな幸せもあったかもしれないが、今となってはそちらでなくてよかったと思う。

　なぜなら、こうしていきなり真斗と出会うことができたから。そして、愛する人に初めてを捧げ、その人にずっと愛してもらえるのだから。

「里桜……当たり前だろう。俺は、里桜に救われてるんだ。こんなに無垢で、こんなにまっすぐ愛してくれる人がいるんだってわかったから。離すわけない。むしろ、逃げようとしたって逃げられないからな」

「真斗さん……」

　覗き込んでくる真斗の目は、真剣そのものだった。そして、少し不穏な色が滲んでいた。

　だが、彼の過去の事情を知った今なら、それが傷つきゆえのものだと理解できる。だから、里桜はそんな彼の不穏さすら愛したい。

「ねぇ、真斗さん。抱っこして？」

　甘えたように彼の首に腕を回してから里桜は言う。この場合の〝抱っこ〟の意味を真斗はすぐに理解して、体を起こして里桜を膝に乗せた。

「う、ぅん……はぁ……」

　ゆっくりと腰を落としながら、里桜は真斗の雄々しいものを身の内に呑み込んでいく。

　先ほどまで繋がっていたそこは、狭さはあるものの難なく彼のものを呑み込んだ。最初は体を真っ二つにされるのではないかと怖かったのに、今では彼のものを受け入れるために自分のここはあるのではないかと思えてくるほどしっくり来る。

　根本まで呑み込むと、里桜は彼のものの先端を最奥の敏感な場所に擦りつけるように腰を振った。丸みを帯びた先端が好いところに当たるのが、あまりにも気持ちがいい。

「……おっきくて硬いので奥をぐりゅぐりゅするの……すきぃ……」

　里桜が腰を振るたび、大きな二つの膨らみが揺れる。その動きに誘われるように、真斗は吸い寄せられていった。

「里桜の可愛い胸が目の前にある……食べちゃいたいな」

「ふ、わぁっ……やっ、だめぇ……ペロペロしたらっ……あっ、あぁっ……！」

　彼に胸を可愛がられ、その気持ちよさに身をよじりながらも、里桜は腰を振るのを止められなかった。

　彼が口の中に乳房を含み、舌先で頂をねっとり舐め回すと、気持ちがよすぎて飛び跳ねてしまった。

　肉棒が蜜壺から出ていくときはごく浅いところにある敏感な部分が擦れ、それに感じて腰を落とすと奥の弱い部分を抉るように突かれる。交互にやってくるそれらの刺激と胸への愛撫で、里桜は意識が真っ白になりそうになっていた。

　それに追い打ちをかけるように、真斗が胸の頂と花芽を同時に摘んだ。さんざん可愛がられて充血したそれらの部分は、触れられるだけで快感を拾うようになっている。強い刺激を与えられれば当然、強烈な気持ちよさを感じる。

「まさとさんっ……すごぃっ、来てる！　んあぁっ、イくっ……イっちゃう！　ああァ……！」

　飛び跳ねる里桜の腰を掴んで逃げられないようにしてから、真斗が激しく下から突き上げた。すると、里桜はあっという間に大きな快感の波に押し流され、奥まで呑み込んだ肉楔を容赦なく締めつける。

「……あぁ……まさとさ、ん……ちょうだい……んぅ」

　とろけた顔で舌を伸ばしてキスをねだる里桜に、たまらない様子で真斗は口づけた。キスではなく、口でする交わりとでも呼んだほうが相応しいその行為によって、里桜はさらに高まり、とろける。口の端から唾液が滴るのも構わず、彼の舌を求め続けた。

「りお……うっ……」

　うねるように絡みつく里桜の柔肉の動きに堪えきれず、真斗は奥へ叩きつけた瞬間、そこに精を放った。

　二度目だというのに衰えることはなく、力強く脈打ちながら注ぎ込む。

「……んっ……すごい、出てる……いっぱい……」

　彼のものが大きく膨らむたび、欲望の証が注がれるのがわかる。

　里桜はそれがたまらなく気持がよくて、真斗の頭を胸に押し当てるように抱きしめて、快感に身悶えした。

　大きく達したせいか、里桜は頭がふわふわしていた。目蓋の裏に星が瞬くようで、夢見心地になる。

「里桜……気持ちがよかったね」

「うん、真斗さん……」

　伸ばした舌と舌を絡ませるような淫靡なキスを再びしながら、二人は快感を確かめ合った。どちらかだけが気持ちいいのではだめだから。お互いに気持ちよくなるのが大事だから。

　繋がったまま淫らなキスをしていると、里桜はまた高ぶってくるのを感じていた。だから、その気持ちを伝えるために彼のものをキュンと締めつける。

「……真斗さん、もっとしよ？」

　甘えるようにねだれば、真斗は笑顔でそれに応じてくれる。笑顔は笑顔でも、飢えた肉食獣のような、どこか獰猛な笑みだ。

「こんなに可愛いのに……怖い子だね。搾り取られてしまいそうだ」

「搾り取るよ。……だって、真斗さんのは全部全部私のだから」

　真斗に負けず劣らず、里桜も獣のようだ。だが、真斗のことが大好きだから、あっさり彼に組み敷かれてしまった。

　それから里桜は後ろから、横から、正面から、体勢を変え、角度を変え、何度も何度も貫かれた。意識を飛ばし、気絶するように眠るまで、延々と。

　上品な雰囲気の真斗のベッドの上での激しさを、改めて思い知らされた。だが、里桜の体を揺さぶる彼も、妻のからの激しい欲望に驚かされることになる。

　お見合いで結ばれた二人はその後も、仲睦まじく暮らしていく。

　子供たちが生まれてからも、その子たちが成長してからも、二人の仲の良さは変わらなかったという。
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　このたびはこの作品を手に取っていただき、ありがとうございます。猫ねこ屋やちゃきです。

　こうして濃蜜ラブルージュで二作目をお届けできて、とても嬉しく思っております。

　一作目が年下男子との恋愛でしたので、二作目は年上がいいなと思ってこの作品を書きました。どうせ年上との恋愛ならば、お相手役の男性が主人公を手取り足取り導いていくようなものを……と考えたらこんな感じになっていました。

　とはいえ、ただお人形のように可愛いだけの女性では面白くないなと思い、エッチなことに興味津々の可愛い女性を主人公にしました。エッチに積極的な女の子って、とっても可愛いですよね。

　この作品の主人公・里桜は、箱入り娘ながらそういったことに興味津々。それを夫に花開かされていく過程を描きました。

　エッチな女の子と同じくらい好きなのが、慣れているはずの大人の男が年下彼女（もしくは妻）にメロメロになっちゃうやつです。里桜のお相手となる御曹司の真斗も、過去の手痛い経験で若干女性に対してこだわりが強くなっていたのですが、無垢で可愛くてエッチな里桜によって救われました。

　御曹司との恋といえばラグジュアリー、ラグジュアリーといえば素敵なホテルの一室で夜景を見ながら窓辺で後ろから……という野望がありましたので、この作品ではまさにそれを盛り込みました。誰かに見られるかも……と思いながらも責められて乱れてしまう里桜、とっても可愛い！　と思って書きました。

　もしかすると、この作品の中であのシーンが一番ホットなラブシーンだったのではないでしょうか。他のラブシーンも力を入れて書きましたので、お楽しみください。

　日頃ラグジュアリーとは無縁で生きておりますので（笑）、この作品を書くに当たって高級マンションやレストラン、リッチなデリバリーなどいろいろ調べました。その結果、しばらく広告表示が大変リッチな感じになっていたのが面白かったです。みなさんもぜひ調べてみてください（笑）




　それでは、またどこか別の作品でお会いできますように！
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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